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国立民族学博物館研究報告　 4巻3号

モンゴル人民共和国の伝統的物質文化

・ビャ トキ ナ著 『モ ンゴル人民共 和国 のモ ンゴル人』 か ら

加 藤 九 詐*

1.解 説

∬.モ ンゴルの伝統的物質文化

　 著者はしがき

　　農牧業

　 狩猟

移動手段

家内的な獣毛製品と皮革の加工

住居

衣服

飲食物

1.解 説

　 ビ ャ トキ ナBnmKaκa,　 Kanamo2aHa　 BacaZbeBHa(1892-1972?)の 本 論 文MO一

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り

HrOnbl　 MOHrOnbcl〈oH　 HAPO双HOH　 PECnyBJIHKHは,ソ 連科学 アカデ ミー

『民族学研究所紀要』(新 シ リーズ,第40巻)の 一 部 として1960年 に発表 された。

　 ビャ トキナは トムス クの生 れ,長 年,ソ 連科学 アカデ ミー民族学研究所の レニ ング

ラー ド支部 に属 し,代 表的モ ンゴル学者 として,民 族学研究所編の シ リーズ 『世界の

民族』HaPOAbl瓢Hpaの 一 冊 『シベ リアの諸民族』(1956年)の 「ブ リヤ ト」の項,

『東 アジアの諸民族』(1965年)の 「モンゴル人民共和 国の諸民族」 の項 および 「中

華人民共和国のモ ンゴル人」を も執筆 してい る。また長年 にわた るブ リヤ ト研究 を総

括 した著作 『ブ リヤ トの文化 と生活』OqepKH　 KYJIbTYPbl　 H　6biTa　6ypfiTを は じあ と

して,約40篇 の論文 がある。

　 ここで,ビ ャ トキナに至 るまでの,ロ シアにお けるモ ンゴル民族学の研究について

一言 してみ よう。 ここで は,ブ リヤ トにつ いて は,モ ンゴル人 の一部で はあるが これ

をのぞき,モ ンゴル人民共和国の領域に限ろ うと思 う。

　 ハルハ ・モ ンゴルが清朝 に征服 されたのは1688年 の ことであるが,そ れ までに もジ

ュンガ リアの トル グ ト族 問題 などをめ ぐって ロシアと清国 との紛争 は絶 えなか った。

1691年,ド ロンノール の会議 において,ハ ルハの清 国藩属が公式に調印されると,モ ン

ゴル人は清国人 の圧迫をのがれてロシア領 に移住 しは じめた。清の雍 正帝は乙れを阻

*国 立民族学博物館第4研 究部
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加藤　　モンゴル人民共和国の伝統的物質文化

止する方策の一つとして,ロ シァ政府に向かって,逃亡モンゴル人のロシァ定住を認め

ず,そ のもとの牧地に追い返すよう要請 した。清国との親善関係を破 りたくないロシ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　ユ　　ル　　ト
ア政府 は,1730年 に は1,443人,1731年 には689人,1733年 には754人 の額魯特人 を強

制 的に清国へ追 い返 した。 しか しロシア政府のモ ンゴル政策 はときとともに変化 し,

1763年 に は,時 のセ レンギ ンスクの司令官ヤ コビーに密令を発 し,モ ンゴル人 のロシ

アへ の遁入を妨 げないよう,し か し中国側の抗 議を避 けるた めモ ンゴル人を シベ リァ

の奥地 に追いやる ことを命 じた[サ ヴ ィン　 1930:67-70]。

　 一方,17世 紀 以後19世 紀 後半 にいたるまで,ロ シア と中国の通商関係は,も っぱ ら

モ ンゴルを経 由 して行われた。キ ャラバ ンも,ロ シアの使節 も,ロ シアの北京駐在宣

教師団 もモ ンゴルを横断 して北京 にお もむいた。 したが って,モ ンゴルに関す る情報

は,中 国事情 と同 じ程度 にロシア政府 の一部 に知 られるよ うにな った。

　例 えば1715年 一1717年,ピ ョー トルー世の命によ って清国 に派遣 された使節団員 の

ひと り,ロ レンッ ・ラングの 日記 にはつ ぎの ような記述 がみえる。 「10月7日,わ れ

われ はセ レンギ ンスクを出発,9日 にサラチンに着 いた。 この地の シベ リアとモ ンゴ

リアの間の両側 に歩 哨が立 っていた。サ ラチ ンか らの道 は高 い山 と渓谷を通 っていた。

15日,わ れわれは トラ川 に近づいた。 ここか ら,有 名な長城 まで広がる,一 木 もない

大 ステ ップを横 断 しなければな らなかった。薪の代 わ りに乾 いた馬糞 を燃 や し,水 の

代わ りに,ス テ ップにかな りよ く降る雪を解か した。馬 肉を食べた。はるか東方へ広

がるこのステ ップが,冬 期 これほどの寒気 につつ まれるとは想像する こと もで きない。

私 にとっては,シ ベ リアの冬の方 が,こ の地 よりもず っとおだやかに思 われた。 ステ

ップで はひ どく寒 いので,毛 皮 のユルタ以外の住居はない。 ユル タの中央 では乾燥 し

た糞を燃やすが,燃 える前に煙 って,慣 れ ない ものは これで暖を とるよ りも外 に出て

凍 えることをよ しとす るほ どである。

　 タタ リア[モ ンゴ リア]の 住民 は馬,ラ クダ,羊,雌 牛,雄 牛を豊かに所有 してい

る。3,000～4,000頭 の 馬,600～700頭 の ラクダを所有 しない もの は,ひ ど く貧 しいと

考 え られている。彼 らの生活については,つ ぎの こと以外 にはと りたてて言 う こと も

ない。すなわ ち,彼 らはユル タに住 み,死 んだ馬,雄 牛 その他の動物の肉を食べ ると

い うことであ る。神官[ラ マ]は 新鮮 な肉だ けを食べ る。 この国には鳥獣 が多 く,と

りわ けガ ン,特 別 の種類の雷鳥,シ カ,ヤ ギな どが豊 富である。 したが って住民 たち

はわるい食物 を食べ な くて もすむはずで ある。彼 らがわるい食物を食べるのは,大 神

官 たるフ トゥフ トゥ[活 仏]の 命 によるものであ る。神官 は,ふ つ うの人 を して彼 ら

を神 と してあがめるよ うにしむけた。人 々は,フ トゥフ トゥが坐 った り,立 った りし

405



国立民族学博物館研究報告　　4巻3号

た場所 に接吻 させて もらうことを幸せ と考 え,恩 恵であ るとしてい る。地上の一切の

生 き もの はフ トゥフ トゥに依存 している。 したが って住 民たちはどんな生き もの も,

た とえヘビ,イ ナ ゴ,コ オロギのた ぐいで も殺 してはな らない,と の教えを守 ってい

る。 この戒律は主 として,聖 職者 とそのと りまきによって守 られてい る。 フ トゥフ ト

ゥの上 に,さ らにダ ライ ・ラマがいる。 これ は不 死 と されているものである……」

[ラ ング 　1978:492-4931。

　 ラングは当時のダ ライ ・ラマが7歳 ほどであるが,30回 目の生れ変わ りであること,

さ まざまな仏像 があることを記述 している。

　 19世 紀末 か ら20世 紀初頭 にか けて,ロ シア人の商人はキ ャフタや クー ロン(今 のウ

ランバー トル)だ けでな く,コ ブ ド,ウ リヤスタイに も常時滞在 していた。

　 1889年,ロ シアのシベ リア学者ヤ ドリンツェフはオルホ ン川流域 むか しのカ ラコ

ルムおよびバ ラ ・バル ガスンの近 くで,突 蕨 のビルゲ ・カガ ンとキ ュル ・テギ ンの紀

行碑を発見 した。 ついで1892-1896年 に はロシアのチ ュル ク学者 ラ ドロフの指導 の も

とにこの碑文が刊行 され,デ ンマークの学者 トムセ ンとラ ドロフによ って,1893年 同

時 に解読された。

　 19世 紀後半にはプルジェワルスキー,ポ ターニ ン,ポ ズ ドニエー ブらの探検家 ・学

者が モンゴルを現地踏査 して民族 学的著作 を発表するが,そ の うちポターニ ンの 『西

北蒙古誌』(1881-1883),ポ ズ ドニエーブの 『モ ンゴ リアとモ ンゴル人』(1896-1898)

は モ ンゴルの民族学的研究の画期 的労作 とされて いる。 この両書 とも一部が邦訳 され

てい る。また ウラジ ミル ツォフの 『蒙古社会制度史』(1934)は モ ンゴル史研究 に重

要な役割を果 した。

　 日本では,第 二次世界大戦の前 か らモ ンゴルへの関心 がわ りあい強 く,ヨ ー ロッパ

人(ロ シア人 を含む)や 中国人による古典的 モンゴル研究書 もかな り訳 され,ま た 日

本人研究者 によるす ぐれたモ ンゴル研究 もか な りあ る　 (これ については,山 田信夫

『日本に於 ける蒙古 ・中央 アジァ研究小史』[1970]参 照)。 例えば,内 モ ンゴルの牧

畜文化を研究 した梅棹 忠夫のい くつかの論文 は精 細をきわ めた もので,今 日で もその

価値を 失 っていない と考 え られる[梅棹 　 1950,1951,1955a,1955b]。 江上 波夫,

泉 靖一,磯 野富士子 らの業績 も見逃せ ない。 しか しこれ らの多 くは,第 二次世界大戦

終結 までの時代 的条件 に制約 されて,内 モ ンゴルのモ ンゴル人を対象 としている。

　最近では,逆 にモ ンゴル人民共 和国(い わゆる外モ ンゴル〉 に関す る書物 が現 われ

てい る。 この うち,モ ンゴル科学 アカデ ミー総裁B.シ レンデブ著,松 田忠徳訳 『資

本主義を飛び越 えて』,吉 田実著 『モ ンゴル発見』の両書はいずれ も 現代 モンゴルに
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関す るハ ン ドブ ック的な内容で,便 利 である。 田中克 彦,小 沢重男,伊 藤幸一,蓮 見

治雄 らの仕事 も注 目に価す る。

　 モ ンゴル人民共和 国は面積1,565,000km2,国 全 体が 平均海抜1,580　 mの 高 原 に

位 置 して いる。人 口は1,555,000人(1978年1月1日 現在)。 国民の民族別構成 は,19

69年1月10日 の 国勢 調査 によれば,ハ ルハが901,200人 で 総人 ロの75.3%を 占 め,つ

ぎにモ ンゴル語 を話す他 のグルーフ。,す なわ ちデル ベ ト(34,700人),バ イ ト(バ ヤ

ド)(25,500人),ザ ハ チ ン(15,000人),オ リ ョト(6,900人),ト ル グー ト(7,100人)

が 多数 を占め るが,こ れ らの人 々は主 として国 の西部に住 んで いる。国の北部にはモ

ンゴル語を話すブ リヤ ト(29,800人),北 西 部にチ ュルク語を話すカザ フ(62,800人),

トゥーバ(15,700人)お よび少 数のポ トンが住 む。 このほか,ロ シア系22,100人,中

国系 その他56,200人 が主 と して人口の集 中 してい る地域 に住 んでい る。

　 モ ンゴル人民共和 国で は今 日急速 に定住化 がすすんでいるが,な お1967年 現 在で農

業人 口の約63.1%,つ ま り454,000人 が遊牧的牧畜を営 んでいた ことが報告されてい

る。

　 モ ンゴル高原 で遊牧的牧畜が支配 的になったの は前10世 紀 頃で,今 日までにすで に

3,000年 が経過 して いる。 そ してモ ンゴル にお ける 封建制 の確立 は12世 紀末 か ら13世

紀初頭 のこととされ,1921年 の 革命まで実 に700年 存 続 した。 またラマ教がモ ンゴル

における支配的宗教 として広 まったの は16世 紀後半の ことで,約400年 間 つづいた。

清朝 による支配 は17世 紀末 か ら20世 紀初頭 まで200年 あ ま りで あった。 以上三 つの要

素 がモ ンゴル人 の生活 に深 い影響を及ぼ した ことは否めない事実である。

　 モ ンゴルに遊牧的牧畜がか くも長期にわたって主た る生産方法で あった理 由はなん

であろうか。 この疑 問にたい して,今 日までのところ 「自然条件のせいである」 との

答えが圧 倒的で あった。最近 モ ンゴルの学者 ジャグワ ラルH.》KarBapaπ は 自然的 ・

気候的要素 と社会 ・経済的要素 との総体 であるとしてつぎのよ うに 書いている。 「遊

牧的生活様式の存在 を自然的条件によ ってのみ説明す ることはで きない。なぜ な らこ

の説 明によっては,自 然条件が根本的に変化 しない限 り定着へ の移行の可能性 を否定

す ることになるか らである。また社会 ・経済的諸関係 によるだ けで も説明できない。

封建制 の撤廃 とともに,遊 牧的方法が 自動 的にな くな るわけで もないか らである」。

　 モ ンゴルの 自然的 ・気候的条件は多様であるが,牧 民た ちは遠 い昔か ら三つの地帯

に分 けた。すなわち,ハ ンガイ,ス テ ップ,ゴ ビの3地 帯 である。 この うち,牧 畜 に

とって最 も好都合なのは,北 部のハ ンガイ地帯で,国 土の30%以 上 を 占めている。 こ

こには高 山性,山 地 ステ ップ性お よびステ ップ性 の牧草地が広が り,水 場 も少な くな
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い。 したがってこの地は羊,牛,馬 の放牧に適し,ま た限定された規模ではあるが,

農耕や草刈りも可能であった。

　 ゴビ地帯は,ハ ンガイ地帯に比べて,牧 畜のための条件が劣るとされてきた。民衆

の中には,「 ゴビで人間に生れるよりも,ハ ンガイで牛に生れた方がましだ」とい う

言葉があるといわれる。ゴビ地帯は国土の約30～40%,主 として南部および南西部の

半砂漠および砂漠地域,さ らに大湖の周辺がこれに含まれる。この地帯の特徴は,丈

の低いまばらな半砂漠的植物,ハ ンガイに比べると,ず っと暖かい,乾 燥 した気候,

それに開かれた水場と森林のないこととされている。 しか しこの地の牧草は丈が低 く

まば らであるけれども,滋 養に富んでいる。例えばモンゴル語でタアナまたはホムウ

ルとよばれるノビルはあ らゆる動物にとって,脂 肪分になるとされている。そのほか

ゴビ地帯には家畜に必要な各種の岩塩が多い。それはハンガイよりもはるかに豊富で

ある。ゴビ地帯はとくにラクダと羊の飼養に好都合である。

　いわゆるステップ地帯はハンガイとゴビの中間にあり,高 い山や森林がなく,開 か

れた水場 も少ない。乾燥 したステップ地帯であり,ハ ンガイ地帯には劣るが,馬,羊

の飼養には充分に適している。

　 こうした自然を舞台にして,モ ンゴルの人々は遠い昔から遊牧的生活を営んできた

のである。そ してモンゴルの遊牧的牧畜は,馬 と羊を主な家畜とし,フ ェル トのユル

タを主要な住居とする内陸アジア型を特徴としていると言える。ソ連の民族学者ワイ

ンシュテインによれば,世 界には遊牧的牧畜経済を基盤にした,い くつかの経済 ・文

化的タイプがあることを指摘 している。そのうち,一 つは西アジアおよび北アフ リカ

に広まっているもので,ア ラブによって代表される。 もう一つは主としてユーラシア

の乾燥地帯に広まるチュルク ・モンゴル型であるとしている[ワ インシュテイン　 19

73:1-2]。

　モ ンゴル人の定住化の問題

　 モ ンゴル人民共和 国のモンゴル人 は現在,過 去数千年来 は じめての大変革の過程 に

あ る。つま り,遊 牧民の定住化である。

　モ ンゴル学者 マイスキーの計算に よる と,1918-1919年 当時,モ ンゴルの都市住 民

(定 住民)は 約14万 で あった。 当時の総人 口を647,000人 と して,21.6%を 占めた。

これは総人 口の約5分 の1で あ るか らかな りの割合を 占め るが,し か しその内訳 をみ

ると,ほ とんどがモ ンゴル人以 外の民族で 占め られていた。マイスキーによれば,中

国人が85,000人,ロ シア人5,000人 で,モ ンゴル人 は50,000人 で あった。 このモ ンゴ
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ル人の定住民 はなにものであ った か。実 は50,000人 の うち40,000人 は寺 院に定住 して

いた ラマであ った(こ の うち約20,000人 は首 都 ウルガの大寺院,残 りの20,000人 は全

国に ちらば っていた)。 当時最 も大 きな ラマ寺院 は,ダ ・フレ(ラ マ数13,000人),ガ

ンダ ン(7,000人),ザ イ ン ・フレ(3,000人),ワ ンギ ー ン ・フ レ(2,000人),エ ル デ

ニ ・ズー(1,500人),ジ ャルハ ンザ ・フ レ(1,500人),デ ジ リン ・フ レ(1,20◎ 人)

な どで,残 りの寺 院のラマ数 は100～300人,少 ないと ころで20～30人 で あ った。

　 当時の ラマの総数 は,マ イスキーに よる と約115,000人(男 子の総人 口の約40%)

で,寺 院に住む約40,000人 以 外の ラマは世俗の中で家族 を持 ち,生 業を営みなが ら,

年 間約4回,大 祭 日や祈禧 のために寺 院に詣でていた。1921年 の革命初期,モ ンゴル

には大小約800の ラ マ寺 院があ った[グ ライヴォロンスキー　 1979:58】 。

　現在,モ ンゴルの牧民 の生活 は遊牧的形態か ら半遊牧 的,半 定住的形態に移行 しつ

つ ある。 この場合,そ れぞれの形態は現代 モ ンゴルの条件 において いかなる状態 をさ

す のか。グ ライヴ ォロンスキーによる とつ ぎの通 りである。

　 まず遊牧的形態は,1な い し2家 族 か らなる牧民が家畜と ともに,年 間少 な くとも

4～6度 牧地を変え,同 じ宿営地 に1～2カ 月以上 とどまる ことな く,し か も冬 の牧

地 に住居を所有 しない状態 をさす。同 じ宿営地 にとどまる期間 はさまざまな要素 によ

って異 なるが,放 牧家畜の種類,数,季 節,牧 草の状態,水 や塩 の状態,働 く牧 民の

数,牧 民 の経験 と熟 練度,社 会的所有 にたいす る意識の水準などに依存 してい る。羊

の牧民 が一 カ所 に滞留する期間 は,ふ つ う夏 ・秋 の場合で5～7日 間,冬 ・春 で1～

3カ 月間 ぐらいであ る。

　半遊牧 とは,1年 の大部分 を主 として遊牧 的生活を送 り,最 も条件 の悪い冬 ・春 期

に一 カ所 に3～4カ 月間滞留できる可能性 を もった ものを さす。 これ らの牧民の場合

には冬または春 の牧地に,小 さな組立式住 居をすで に所有 している。

　 半定住 とは,年 間の宿営地変 更が2～3度 以 内,し たが って1年 の大部分を定住 し

て暮す ものをさす。 こう した 経営に入 るもの と して は,ま ず 搾 乳農場MeAoqHble

ΦePMblが あ げ られ る。 彼 らの冬の牧地 には常設の住 居その他 の施設が用意 されてい

る[グ ライヴ ォロンスキー 　1979:109-110]。

　 モ ンゴルの経済学者ルヴサ ン ドルジュによると,1960年 代 初頭か ら1970年 代 初頭 ま

での約10年 間に,国 の農牧業人 口は約30%減 少 し,国 民経済お よび文化の他 の分野 に約

14万 人移 動 したとのべてい る。モ ンゴル人民共和国における都市人 口と農村人 口の変

動 をみ ると,都 市人 口は1956年 の183,000人 か ら1977年 の719,000人 に,つ ま り約4倍

になったの にたい し,農 村人 口は1956年 の662,500人 か ら1977年 の793,400人,つ ま り
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わずか20%し か増加 していない[グ ライヴォロンスキー　 1979:121]。

　 多 くの新 しい都市が誕生 して いる。典型的 な1例 と しては1956年 当時小 さな集落 に

す ぎなか ったダルハ ンがある。炭鉱,セ メ ン ト工場 発電所,シ リカ ト煉瓦な どどの

工場 が建設 され,1963年 に は人 口8,000人,1977年 に は33,000人 に達 した。チ ョイバ

ルサ ン市 は人 口20,000を 数 えている。

　 首都 ウ ラン・バー トルの場合,1963年 の人 口203,400人 で あ ったが,1977年 に は345,

000人 に達 した。労働者 ・事務員の数でみ ると,1960年 の総数144,600人 か ら1976年 の

259,200人 に増加 している。

　 モ ンゴルにおけるこのような都市人 口の増加は,遊 牧民 の定住化の過 程 としてと ら

え ることができよう。

　 農村人 口の都市流 出とともに,農 牧業の能率化 がすす め られている。牧民経営の協

同化 とともに,例 えば井戸数について みると,1962年 の12,800か ら1976年 の29,700に

増 加 している。牧草地の灌漉 も積極的 にすすめ られている。家畜用の小屋 は1962年 の

33,800か ら1976年 の53,800に 増 加 した。

　 1970年 代 のは じめ,農 村人口の約40%,つ ま り約25万 人 が定住 的生活 を送 った。 こ

れは小学校 や幼稚園の子ど もた ち,さ まざまな施設に属す る人 々であ る[グ ライヴ ォ

ロンスキー　 1979:129]。

　 住居 についてみ ると,ユ ルタ以外の固定住居 は1960年 か ら75年 まで の間 に2倍 にな

ったが,ユ ル タの方 は21.4%し か 増加 していない。 なお,1972年 にお ける住居用ユル

タの総数は246,500と な っているる。

　全体 と して,モ ンゴル人民共和国における定住化 は急速 に進行 して いる。1960年 代

は じめ,定 住民は総人 口の半分 ちょっとであったが,1970年 代 の後半 には約3分 の2

以 上 に達 している。 しか しモンゴル人民共和国政府は,遊 牧的 あるい は半遊牧 的生活

を送 ってい る牧民 を,近 い将来に定住化 させ る政策は とって いない。 これはモ ンゴル

にお ける牧畜発展の現在の水準がみん なを定住化 させ る段階 にはいた っていないとの

認識にた って いるか らである。

　モ ンゴル人民共和国における伝統的遊牧 文化 が急速 に過去の ものにな りつつ あるこ

とは,も はや いなめない歴 史的事実で ある。古代 および中世を通 じて世界史的役割を

果 したモ ンゴル は,ソ 連をは じめとす る社会 主義諸 国の積極的協力の もとに幾千年間

存続 した遊牧 か ら定住への断乎と した移行 によ って,ま さに世界史的な意義を持つ大

実験 の主役 になって いると考え られる。 しか もこの移行 は,一 方では急進的,他 方で

は漸次的という二つの方味を利用しているようにみえる。すなわち,昨 日の牧民が今

日の鉱工業,機 械化農業,サ ービス部門の労働者になることは急進に属 し,遊 牧的牧
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民の定住化は漸次的なものと言えよう。

　私[加 藤]は1970年,1977年,1978年 の3度 モンゴル人民共和国を訪れる機会にめ

ぐまれ,ウ ラン・バー トル以外にも,ハ ラホ リンやホショ・ツァイダムを見学 した。

とくに77年 と78年の旅行の主たる目的は,国 立民族学博物館の 「モンゴル展示」のた

めの標本資料収集を目的とするもので,モ ンゴル文化省の方の積極的協力によって,

所期の成果をあげることができた。ところが展示作業をすすめるには,そ れについて

の基本知識が前提として必要である。モンゴル人民共和国の物質文化について,日 本

語でも若干の文献はあるが,い ずれも簡単で充分とは言い難い。そこで,比 較的新 し

く,し かもモンゴルの生活が大きく変貌しはじめた196G年 代以前のフィール ド調査に

基づくこの論文を紹介することにしたしだいである。

　 3度 の旅行を通 じての私の印象からしても,モ ンゴル人はきわあて勤勉 ・有能であ

り,定 住化という世界史的事業を見事に完遂することは疑いないということである。

　 最後に,標 本資料収集にあたり,協 力を惜 しまれなかったモンゴル文化省,モ ンゴ

ル外務省,日 本外務省,在 東京モンゴル大使館,在 ウラン・バー トル日本大使館(秋

山大使はじめ館員の方々),伊 藤忠商事のみなさまに心から感謝する。

　 なお,ビ ャトキナのこの論文は,つ ぎの16章 に分かれている。すなわち農牧業,狩

猟,移 動手段,家 内的な獣毛製品と皮革の加工,住 居,衣 服,飲 食物,結 婚儀礼,出

産と育児に関連する儀礼 ・習慣,親 族名称,氏 族またはヤスンの名称,占 い ・俗信 ・

伝説伝承,仏 教以前の信仰の痕跡,古 来の葬制,国 民的祭 りと遊戯,民 衆的造型美術

であるd一こ乙で紹介するの はこのうち,最 初の7章,主 として物質文化に重点をおい

た部分だけである。ただしページ数でみると,全 体の約半分弱である。

　 訳文のうち,カ ッコなしの注は原注を整理したもの,カ ッコは訳注である。

皿.モ ンゴルの伝統 的物質文化

著者は しがき

以下の民族学的資料は,1948-49年 モ ンゴル人民共和国において,ソ 連科学 アカデ

ミーおよびモ ンゴル人民共和国科学委員会1)が 組織 し,団 長 キセ リョフC.B.　 KHce諏eB

に指 導された歴史 ・民族学的調査団HcTopHKo-sTHorpaq)HgecKaH　 gKcneAMHHAに

よ って採集 され た もので ある。 この調査団 において,著 者 は民族学班を担当す る こと

1)1961年5月,モ ンゴル科学アカデ ミーに改組された。人文科学,生 物 ・地質学,物 理 ・数 ・

　化学の3部 面に大別されている。1978年 現在,研 究員約700人 。
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になったが,班 員にはチ ョイバルサ ン記念 モ ンゴル国立大学 の言語学科の学生 および

モ ンゴル人民共和 国科学委員会の研 究員バガ ェフr.B.　 BaraeBが 加 わった。

　研究班 は,1948年 に はモ ンゴル人民共和国の西部でつぎのよ うなコー スで調査 を行

な った。す なわ ち,ウ ラン・バー トル,エ ルデニ ・ヅー,ッ ェツェル リク,ツ ァガ ン・

オ ロム,コ ブ ド,ウ デン・ゴム,そ こか らウブサ・ヌール湖の南側沿 いに トゥル ン　 ソ

モ ン2),ソ ンギ ン　 ソモ ンを経 由して ウ リャスタイ市 に出た。 調査班 はウ リャス タイ

か らッァガ ン ・オ ロムへ出て,そ こで一 まわ りの コースを終 り,も との道を通 って ウ

ランバ ー トルに帰 った。

　 1949年 に は,調 査班はモ ンゴル人民共和国の東部で活動 した。す なわち,ウ ラン ・

バー トルか らモ ンゴ ・モ リト　 ソモ ンに出,そ こか らウン ドゥル ・ハ ンへ向かい,ケ

ンテイ地域 およびオノン川流域 で調査 した後,チ ョイバルサ ン市 を通ってケル レン川

の左岸 に出た。つづいて ウズムチ ンy3yMqvaHお よび近年 モ ンゴル人民共和国 のケル

レン川 右岸地域 に移住 したバルガ ・ブ リヤ ト6apra-6yPfiTの 住 む ソモ ンを通 って,

南 はガル ・シャル イイン　 ソモ ンに達 し,そ こか らウ ンドゥル ・ハ ンを経 由して ウラ

ン ・バー トル に帰 った。

　 調査班の任務 は民族学的資料 の収集 および調査 の途 中で出会 う考古学 的遺物 の記録

ΦHKcaU圏 で あった。

　 調査班の主 たる関心 は共和国の農村地域に集中された。そ こにはハルハ ・モ ンゴル,

オ イラ ト(デ ルベ ト,バ イ ト,オ リョ ト,ミ ンガ ト),ホ トン(起 源 はチュル ク),サ

ル トゥル,ブ リヤ ト,バ ルガ ・ブ リヤ ト,ウ ズ ムチ ンおよびハ ムニガ ン(起 源 はツ ン

グース)な どさまざまな民族が住んでいた。西部 のアイマクで はソモ ンの住民 の民族

構成 に関す るデータを得 ることができた。すなわ ち,ウ ブサ ヌール　アイマクで は,

住 民 はつ ぎのよ うに分 け られた。デルベ トの住地 は,ウ ランゴム　 ソモ ン,サ ギル

ソモ ン,ト ゥルグ ン　ソモ ン,ウ ムノ ・ゴビ　ソモ ン,ホ ブ ド　ソモ ン,ヴ ウへ ・モ

リン　 ソモンで ある。バ イ トの住地はテス　 ソモ ン,ズ ンゴ ビ　 ソモン,マ ルチ ン

ソモ ン,ヒ ルガス　 ソモ ン,タ リアラン　 ソモン。ハルハ の住地 はザ プハ ン　 ソモ ン,

ウ ン ドゥルハ ンガイ　 ソモ ン,ズ ンハ ンガイ　 ソモ ン,ト ゥル ン　 ソモ ンである。

　 コブ ド　 アイマクでは,ソ モ ン住 民の部族構成はつぎの通 りで あった。

1)エ ルデ ンブ レン　 ソモンはオ リョ ト　 2)ミ ンガ ト　 ソモ ンは ミンガ ト,デ ルベ ト,

オ リョト　 3)ブ ヤ ン トゥ　 ソモ ンは混住であるが,主 力はハルハ(タ リャチ ン)4)

2)モ ンゴル人民共和国は行政的に18の アイマク(県)に,ア イマクはいくつかのソモン(村)に

　 分けられる。人口6,000人 以上の町をホ ト(市 または町)と いう。
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チ ンダマニ 　ソモ ンは トゥム ト　5)ハ イ ラン　ソモ ンはハルハ 　6)タ ル ビ　ソモ ン

はハルハ　7)ヅ ィルギ　 ソモ ンはザハチ ン　 8)マ ングハ ン　 ソモンはザハチ ン　 9)

ム ンフハ イルハ ン　 ソモ ンはザハ チン,ウ リャンハイ　 (言語 はカザ フ語)　 10)ツ ィ

ツ ィク　 ソモ ンはハルハ,ザ ハ チ ン,デ ル ベ ト　 11)ア ル タイ　 ソモンはザハチ ン

12)ウ ェ ンチ　 ソモ ンはザハ チ ン　 13)ブ ル ガ ン　 ソモ ンは トルグー ト,ホ シュ ト,

ザ ハチ ン,ウ リャンハイ　 14)ト ゥタ　 ソモ ンはハルハ,ザ ハチ ン。

　バ ヤ ン ・ウルゲイ　 アイマクにはカザ フがみ られる。

　 民族学調査班 によって集め られた資料 は1947-1948年 当 時のア ラ ト(牧 民)の 文化 と

生活の状態 を示 してい る。 この頃,農 村住民の経済において発展 しつつあ った社会主

義的 ウク ラー ド(経 済体制)の 規模 はまだそれ ほど大 きくな く,家 畜の個人 所有 をと

もな う小商 品生産 が優越 していた。それ以後 モ ンゴル人民の経済 ・文化の発 展におけ

る成功に よって,ア ラ トの生活 と文化は大 き く変化 した。 しか しこの変化を,本 論文

において考慮に入れる ことはで きなか った。著者 が同 じ調査地域を再 び訪れ ることが

で きなか っただ けに,な おさ らそれ は困難であ った。

　 フィール ド資料の記録はすべ てモ ンゴル語によ ってなされたが,こ れにつ いて は調

査班 中の学生た ちに負 うところが大 きい。 フィール ド資料 の整理 にあた って,私 はそ

の記述 と翻訳 だけでな く,場 合によ って は文献資料を引用 して,そ れを分析 する こと

につ とめた。

　農 牧 業

　 モ ンゴルの住民の経済活動 の基礎は農牧業で,住 民 の70%を 占 めている。

　 モ ンゴル農牧業の主要 な分 野は牧畜であ る。 そ してモ ンゴルの 遊牧 経済KoqeBoe

xo3HticTBoに お ける主要な動物は羊oBIIbl,ヤ ギKo3bl,ウ マnolllaAH,ラ クダBep-

6AK》Abl,ヤ クAKHま た はサルル イキcapπblKHお よ びその他の大型有角畜(牛 のこ

と)で ある。

　 広大なモ ンゴルのステ ップは,植 生 の貧 しいゴビの南部および南東部地域をのぞけ

ば,見 事な天然の牧草地で ある。 したが って,四 季を通 じて家畜 を牧草地で維持する

ことが,こ こでは主 な形態 を占めてい る。 ア ラ トが家畜の牧草 を確保す るため に定期

的 に移動す る必要性 は こうした状態に起 因 して いる。

　 移牧nepeKoqeBKaの 距 離と季節的 な牧地の特徴 は,い た るところ同 じというわ け

ではない。ハ ンガ イ地方では牧草 が豊 かで あるため,移 牧 の距離は遠い。夏 の牧地 は,

こ こでは川岸で あ り,冬 はより標高 の高い場所である。
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　牧草の少ない丘陵 ・平原的なステップ地帯では,移 牧の距離は50km以 内である。

夏期,家 畜は水場の近 くの 低い場所で,冬 期には主として高原の南斜面で放牧され

る。

　西部地域では,ア ラトは夏期主として山地に移る。 これは,夏 以外の季節には,こ

の地域の牧草を利用できないためである。冬は山地の低いところに下る。ハンガイの

南部地帯および共和国の東部地域では,ア ラ トは夏期には家畜とともに山中に住み,

冬期には雪のないゴビの低地に移る。

　モンゴル人は革命前,牧 草刈 りも,冬 期用の飼料準備 も知 らなかった。また彼 らに

は,家 畜を寒さ,雨,猛 獣から守るための建物 もなかった。彼らの家畜が獣医の援助

をうけることもなかった。

　きびしい冬と,春 のゴロレディッァrOJIOJIe21Mqa(急 に雪解けがきて,そ の表面が

氷結 した状態)の ために,家 畜が雪または氷の下から牧草をとって食うことができず,

大量の餓死を招 くことがしばしばあった。またペス トqYMbl,炭 疽Cli6HPCKHe　 fl3Bbl,

馬鼻疽can,口 蹄疫ArUYPそ の他の疫病のために,家 畜の50%な いしそれ以上が倒れ

ることもあった。

　モンゴルの牧畜は,今 日でも自然条件に多 く依存 していることは言うまでもないが,

しかしモンゴル人民共和国政府は牧畜経済の向上のために,絶 えずエネルギ ッシュな

方策をとりつづけている。とりわけ,獣 医学的な援助組織に大きな注意がはらわれて

いる。1924年,ウ ラン・バー トルに最初の獣医学校が開かれ,1925年 には細菌学研究

所が活動 しはじめた。

　その後,モ ンゴルにおける獣医網は著 しく広げられ,そ の結果,ア ラ トの牧畜経済

の状態は目に見えて向上した。

　モンゴル人民共和国の成立当初から,共 和国政府は牧畜経済において,飼 料ベース

確保を重要な施策としてとりあげてきた。共和国の各地域ではソ連邦の学者たちの協

力のもとに,牧 草の種蒔き,土 壌の質の改良,牧 草刈 りおよび牧草地の改良,新 しい

牧草地の開発などの試みがなされた。

　農業の技術分野で も大きな変化がみられた。1937年 にはすでに,ソ 連邦は無償で,

トラクター,草 刈 り機 その他の機械をつけて,10カ 所の機械 ・草刈ステーションを

譲渡 した。これは牧畜の改良に重要な役割を果 した。それ以後,モ ンゴル人民共和国

にたいするソ連の友好的援助は組織的なものとなった。 現在では,国 内で国営農場

rOCXO3お よび機械 ・牧畜ステーションの網がつくられている。 国営農場では草刈り

と播種の面積が拡大され,牧 草を生やすための方策がとられ,人 工肥料および鉱物飼
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　料xy∂anapが 利用され,適 量の乾草による家畜,と くにその母親と仔どもの飼育が

　行なわれている。

　　国営農場は牧畜と農耕を結合させた大経営に変った。ここには新 しい技術が導入さ

　れ,農 耕と牧畜の文化が高められ,農 耕と牧畜の質の高い勤労者が養成されている。

　　国営農場は機械 ・牧畜ステーションとともに,農 業の改良に重要な役割を演じてい

　る。

　　国家は国営農場においても,ア ラトの個人経営においても,牧 畜を発展させ るため

　のあらゆる施策を講 じている。

　 、国内では,ア ラトの自家経営の中でも牧草刈りが広まりつつある。国家はアラ トに,

　牧草の用意,農 業用の道具,良 種の種家畜の取得その他のために,貸 付けを行なって

　いる。

　　家畜飼育のプランを遂行 した私経営にたい しては,さ まざまな,し か もかなり著 し

　い特権があたえられている。こうした ことによって,モ ンゴル人民共和国の家畜頭数

　は目に見えて増加した。先進的なアラトは家畜の増産に大きな成果をあげている。そ

　うしたアラトにたいしては特権だけでな く,賞 金や価値ある贈与,「 共和国功労牧畜

　民」の称号,勲 章,メ ダルなどが贈られている。

　　牧畜経済の発展において,労 働 と労働力を経済的に,ま た効果的に利用する目的で,

　アラトはポ トンxoToHbl(共 同で家畜の世話をする組合ToBapHu具ecTBo)に 統合され

　ている。革命前,オ イラ トはポ トンまたは遊牧集落をつ くって遊牧 した。当時それは,

一一遊牧をと一も.にす一る近親かちなり,一その長として長老一axa一がいたσ し一かしポトンでは,

　民族的な相互援助の名のもとに貧しい同族からのひどい搾取の行なわれる場合も少な

　 くなかった。

　　革命後,ポ トンにおける統合は,新 しい,民 族的でない基盤のもとで成立 しはじめ

　た。ここではまだ,家 畜はアラ ト各人の私有物である。組合の各成員は個人の労働に

　よって作業に加わり,家 畜数に応じて出費(収 入 も)を 負担しなければならない。

　　またアラ ト間では,井 戸掘り,ハ シャン(家 畜用のかこい)の 構築における単純な

　共同形態が広まっている。一部の地域では草刈 り,西 部地域では畑地の灌概工事も共

　同でなされている。

　　生産関係の新しい形態として,経 営を共同ですすめるための,ア ラトの自由な協同

　がある。これは生産協同の最も高度な形態である。農業上のアラトの協同は,と りわ

　け牧畜の場合であるが,ア ラ トの家畜の一部 と農業用具を社会化 している。社会化さ

　れた生産手段は協同組合の成員の共同所有である。各経営は私有としてユルタ,生 産
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用の建物,荷 車,馬 具,細 かい農具お よび家畜 の一部を所有 している3)。

　以下,国 内の多 くの地域 において,現 代 のアラ ト経営にまだ残存 してい る牧 畜の民

衆 ・伝統的技術 と方法 につ いての短いデータが紹介 され る。

　 われわれ はこれ らのデ ータを フィール ド調査 の過程で集めた。モ ンゴル人民が困難

な歴史的条件の もとで開発 して きた家畜保持の古 い方法(こ れ にはお くれた技術 と,生

産力発展の一般 に低い水準が示 されてい る)は 近 いうちに消滅 し,新 しい先進的な牧

畜技術(こ れ は人 々の労働を軽 くし,経 済 の生 産性を高め る)が 登場す ることは疑い

ない。 しか し,モ ンゴル人民 の文化の歴史において,こ こに紹介される資料 も一定の

価値 をもつ ことであ ろう。 とい うの は,こ れ らのデータは,モ ンゴル人民が お くれた

経済 的 ・文化的水準か ら出発 しなが らも,い かに して歴史的 に短い期 間に,数 千年か

か って達成 した経済 ・文化 の成果を凌駕する進歩 をとげ得たかを示す であろうから。

　 フィール ド資料の記述 をは じめるにあた り,モ ンゴルの牧畜地域を通過す るとき,

まず 目に入 るの はハ シャンで ある ことを指摘 してお く必要があ る。 これはモ ンゴル集

落地 の古来の風景を変化 させ ただけでな く,き び しい冬期の条件における家畜 の保持

を可能 に して いる。ハ シャンはユル タのそばにある小 さな広場で,牛 ・馬 ・羊の糞を

細か くして層 にな るように敷 きつ めた ものである。 この広場の まわ りに木,石 また は

粘土の壁が築 かれてい る。場合 によ っては支配的な風の吹 く側だ けに壁をつ くること

もある。冬期 は,羊 とヤギは集 ま って,朝 か らハ シャンの中で横 にな っている。太 陽

が上 ってあたたか くなって くる と,羊 群 は牧草地へ追 い出され,日 没 まで牧夫 の監視

の もとにおかれ る。 ラクダは牧 夫な しで放牧 され,夕 方 ユルタに追い もどされる。

　 馬は冬 の間 じゅう牧草地 におかれ,ユ ル タのそばへはつれて こられ ることはない。

　 冬期,場 所 によ っては,と くに ゴビにおいて は,畜 群のために水のない牧草地が利

用 される。 ここで は雪が深 くないため,人 の居住地か らかな り離れた距離で馬群を牧

す ることができる。ふつ う数人の馬所有者 が一つの馬群をつ くり,共 同で牧す る。

　 冬期または春期 に生れた仔羊や仔ヤギは,人 の生活 しているユル タの左半分につな

いで,乾 草 で飼育す る。乾草は また,病 ん でいる家畜やひど く痩せた家畜にあたえ ら

れ る。 ときには,タ ルバ ガンの脂をあたえる こともあ る。

　 夏期,仔 羊を羊群 とは別に放牧する代 わ りに,朝,母 羊か ら離 して別の群に入れて

3)現 在では牧農協同組合(ネ グデル)と 国営農場がある。1977年 の調査では,全 国のネグデル

　 数は259,各 ネグデルの平均家畜数は69,000頭 である。国営農場数は47,う ち11カ 所は飼料農場。

　 ネグデルの組合員は労働報酬の分配を現物または金銭で受けるが,ネ グデル所有の家畜を安く

　 買うことができ,共 同の家畜のほかに,組 合員1人 あたりハンガイでは10頭,ゴ ビではユ5頭,

　 1戸 あたりハンガイでは50頭,ゴ ビでは75頭 の私有が許され,個 人財産として飼うことができ

　 る(吉 田実氏の前掲による)。
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放牧 させ る方法は興味深い。群 に入れて も,仔 羊 は別の母羊 の乳を吸わない。 こうし

た方法を とれば,仔 羊 だけを分 けて放牧 しないで もすむδ家畜 は 日の出とともに搾乳

され,少 年少女の監視の もとに牧草地に送 り出される。彼 らは馬を乗 りまわ しなが ら

家畜 を牧す るのであ る。

　 ラクダは,我 慢強 く,手 のかか らない動物であるが,し か したいへん注意深 く面倒

を見てやる必要が ある。 とりわけ旅行中がそ うである。 キ ャラバ ンで遠路を行 くとき,

主 人は この動物 のた めに,は じめの数 日間,夜 間の宿営 のとき,ご く限 られた量 の飼

料 をあたえ,水 を飲 まさない ようつ とめる。冬は,キ ャラバ ンの宿営地の雪 を とりの

ぞ く。 ラクダが地上 に横 になった とき,か ぜを引かないよ うにす るためであ る。また

夏期 において も,ラ クダが夜間湿 った場所 に横 にな らないよ うに注意す る。

　 馬や ラクダを群の中か ら捕 えるには,特 別の敏捷 さと熟練が要求 される。それはふ

つ う,馬 に乗 った人 が投縄aPKaH,ま た は,引 き寄せるための縄や革紐の環を端末

につ けた長い棒(ypeの を利用 して行な う。ふつ う馬上の人が 目指す 動物 をす ばや く

追 いか け,そ の首に縄の輪 を上手 に投げかける。

　 モ ンゴル人の幾世紀にわたる家畜飼養の伝統は,牧 畜 に関連す る豊かな ター ミノロ

ジーに反映 されて いる。同 じ動物で も年齢 によって名称が異 なるの もその証拠 の一つ

であ る。例 えば ウナガ ン.yκaeaκ は生後1年 目の仔馬,ダ アガ ∂aa2a(κ)は 生後2年

目の仔馬,シ ュ ドゥレンUt7∂yneκ は生後3年 目の 仔馬,グ ナ ン ・ウヘルeyκaκ

pxspは3歳 の雄牛,グ ンジン ・ウヘル 妙 κoκπκ γxspは3歳 の雌牛 とい ったた ぐ

いであ る。家 畜の名称 を一覧表 にしてあげてみよう。

　 あ らゆ る種類 の家畜 の乳が利用されるが,主 な搾乳動物 は,牛,サ ルル イキ(ヤ ク)

caPJIblKM(HKH),ハ イニキxa湘HKH(大 型有角畜 の混血種),羊,ヤ ギで ある。雌馬

と雌 ラクダか らはあま り搾乳 しない。ただ し夏 の間だ けであ る。雌馬の乳はクム ィス

(馬乳酒KYMblC)に 用 い られ る。昔 は,雌 馬の搾 乳には男性が あた った。『モ ンゴル

秘史』 の中に,テ ムジンが奪われた黄褐色の去勢 馬を探 し求 めて ボル チューの と ころ

に行 った とき,ボ ル チューは雌馬の乳を しぼ っていた との記述 がみ える。搾乳 の方法

は家 畜によ ってまちまちで ある。例 えば,羊 は後方か ら,雌 牛 は右側 か ら,雌 馬は左

側か ら,右 手で家畜 の脚 を抱 き,膝 の上 に木桶をおいて搾乳す る。搾乳の前に,母 親

の ところに仔牛 や仔馬 を近づ け,わ ずかに乳 を吸わせ る。仔牛 や仔馬 が死んだ場合に

は,他 の母親の仔に吸わせ た り,か か し[剥 製]qyqeハoを つ くって,搾 乳の間 じ

ゅう母親の前 にたててお く。

　 濃度 と脂肪の量 において最高 の乳 はサルル イキ(ヤ ク)の もの とされ,2番 目は羊,
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表1

 ààóó 

 àçðàãà 
 ãóó 

ýð ìîðü 

ãóíàí ìððü (2) 

 ãóíõññèí ãóó (2) 
 äåíåí  ìîðèí  (3) 

 äåíæèí ãóó  (3) 

óõýð 
áóõ 

 øàð 

öàð 

 óíýçí 
ýì  óõýð 

 øóãàë 
ýð àÿðóó (1) 

 îõèí áÿðóó (1) 

ãóíàí óõýð (2) 
 ãóíæèí óõýð (2) 

äåíåí óõýð  (3) 

 äåíæèí óõýð  (3) 

 òýìý 
áóóð 

 èíãçí 

 àòàí 

áîòãî 
ýð  ìîðîì (1)

馬群

雄i馬

雌馬

馬(泥OUta∂b)

3歳 馬

3歳 の雌馬

4歳,馬(KOHb)

4歳 の雌馬

大型有角畜

去勢されない雄牛

去勢した雄牛

雌牛

仔牛

2歳 の仔雄牛

2歳 の雌牛

3歳 の若い雄牛

3歳 の雌牛

4歳 の雄牛

4歳 の雌牛

雄 ラクダ

種ラクダ

雌ラクダ

去勢された雄ラクダ

仔ラクダ

2歳 の雄ラクダ

 îõèí  ìîðîì (1)1 

óíàãà 
ýð äààã (1) 

 îõèí äààã (1) 
øóäóëåí 

 ãóíàí  òýìý (2) 

 ãóíæèí  èíãýí (2) 

 äåíòýìý  (3) 
 äåíæèí  èíãýí  (3) 

 êîíü 

 êóöà 

 ýðãè 
ýì  êîíü

 êóðãàí 

ãóíàí õîíü  (2) 

çóñàã  êîíü  (2) 
 áåíåí õîíü  (3) 

 äåíæèí  êîíü  (3) 

 ÿìàà(í) 

ñýðõý 

òýõý 
 èøèã 

ãóíàí ÿìàà (2) 

çóñàã ÿìàà  (2) 

äåí ÿìàà  (3) 
 äåíæèí ÿìàà  (3)

2歳 の雌ラクダ

仔馬

2歳 の仔馬

2歳 の雌馬

3歳 馬

3歳 の雄 ラクダ

3歳 の雌 ラクダ

4歳 の雄 ラクダ

4歳 の雌ラクダ

羊(一 般的名称)

種羊

去勢された雄羊

雌羊

仔羊

3歳 の雄羊

3歳 の雌羊

4歳 の雄羊

4歳 の雌羊

ヤギ(一 般的名称)

去勢された雄ヤギ

種ヤギ

仔ヤギ

3歳 の雄ヤぎ

3歳 の雌ヤギ

4歳 の雄ヤギ

4歳 の雌ヤギ

牛,ヤ ギが これ につづ く。モ ンゴル人は,彼 らの民衆的観念に よれば,家 畜を二つの

カテゴ リーに 分 けている。 すな わ ち,ハ ル ウン ・ホ シュゥ ・マルxan　 VJIκXO　Utyy

nea2(熱 い 息の もの)と ヒテ ン・ホ シュウ ・マルxumen　 (xyamsκ ノXOL"yy　 Ma2(冷

た い息 の もの)で あ る。

　 そ して 「熱 い息の もの」 がす ぐれた家畜 とされ るが,こ れに属す るの は馬 と 雄羊

6apaHで あ る。 ラクダ,ヤ ギ,大 型有角畜は 「冷 たい息」を もつ とされ,そ の肉は 「冷

やす もの」で あって,人 間の体 にとっての有益度 が うすい とされ,病 人 にはこれ らの

肉を決 して あたえない。雄羊 と馬の 肉は有益 で体 を 「温 めるもの」 とされている。雄

羊の肉は最高の ごちそ うとされてい る。

1・カッコ内の数字は家畜の生後から数えた年齢である。以前モンゴル入は人間と動物の年齢を

生後からではなく,懐 妊の時点から数えた。質問にたいして,ア ラ トはつねに,「法律」によ

る年齢とモンゴルの民衆的伝統で数えた年齢を教えた。
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写真 ～　 ヤ'ク 　 の　搾　乳

　牧畜の重要な産物 の一 つに羊 とラクダの毛 がある。羊の刈 りこみは1年 に1度 行 な

われ る(6月 一7月)。 一家 の経営においては,ラ クダの毛 は春の脱毛(5月)の とき,

そ れが束にな って落 ちる とき,手 で拾 い集める。彼 らはその毛を売 った り,自 家用に

した りす る。 ユル タ用の フェル ト,紐,糸,袋 その他 はこの毛か らつ くられ る。羊 の

毛 か らは冬服が,有 角畜の皮 か らは帯革,履 物,皮 袋,長 い毛 か らはユルタと投縄用

写真2　 牧夫は,井戸から水を汲み出すための皮袋を持っている
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図1　 a一アルガルを集めるための籠(ア ラグ)

　　 b-一アルガルを集めるための熊手(サ ヴ

　　 オル)

の縄がつ くられる。とくにサルルイ

キの長毛が縄の材料としてよいとさ

れている。

　アラトの経済において必要な牧畜

産物の一つにアルガルapea■(牛

馬の乾燥 した糞)が ある。これは燃

料として利用され,ま た細か く砕い

た状態で,冬 期に家畜の下に敷かれ

る。国内のかなりの部分に森林がな

いため,ア ルガルは主な燃料となっ

ている(最 良の燃料は牛馬の糞で,

ラクダと羊の糞はこのために用いら

れない)。 冬期用の アルガルの準備

は夏期行なわれる。ふつうこの仕事

には女性,子 ども,老 人が加わる。

これを集めるには,四 角形の特別の籠(@β ε)が用いられる。 この籠を肩にかけ,籠

の横にとりつけられた紐を左手で固定する。日光で乾燥したアルガルは熊手状のシャ

ベル(eaB()p)を 利用 して籠の中に投げ入れる。集めたアルガルは山に積み上げる。

　かつて,ア ルガルはアラトによって領主のために大量に集められた。その採集はア

ラトにとって重い現物税の一つであった。

　モンゴルの遊牧民は,幾 世紀にわたって牧畜を生業とした結果,す ばらしい視力,

観察力,方 位感覚を身につけている。彼 らは馬群や羊群の中で自分のものを誤 りなく

見分けることができるし,ま た見えるか見えないほどのわずかな徴候によって,自 分

たちの畜群の場所を見つけることができる。彼らの場合,古 来の多 くの伝統や前兆が

家畜と結びつけられている。デルベ トか らきいたいくつかのことをあげてみよう。

　ユルタのそばで縄(∂3θa)に つながれた仔羊,仔 牛,あ るいは仔馬が落雷で死んだ

ときには,そ れ以後,主 人はなんぴとにも,乳 製品と塩を,彼 のユルタから持ち出す

ことを許さない。この禁は父から子につたえられる。

　炉の灰は,家 路についている家畜に向かって決 して投げてはならない。旅が幸せで

あるように,デ ルベ トは馬に乗る前に数滴の乳を左側の鐙にかける。いよいよ出かけ

るときには,必 ずユルタのまわりを太陽の運行にしたがってまわる。 「太陽にしたが

ってまわる」eeρaaκ　30B　spesκaと デルベ トは言う。 デルベ トの男性 はユルタの左
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側で馬をお りない し,馬 を左側か らつながない。必ず ユル タの右側でお り,右 側 か ら

馬をつな ぐのである。女性 はこの場合,反 対 である。

　 モ ンゴル人は昔 か ら馬 にた い して大 きな愛情 と敬 意を もって接 している。と くに尊

敬すべ き人の招待 のためにモ リル フーmopa2xy(モ ル 〃OPb馬 に 由来)と い う言葉

が ある。 これは 「お入 り下 さい」「おか け下 さい」 とい う意味で ある。20～30年 ほ ど前

まで は,大 きな馬群の中に必ず最高神 また は天(テ ング リ)に 献 げた(cemep〃zedi)馬

が み られた。 この馬 の長 いたてがみ には赤 や黄色の布地 が編 みこまれてあ った。 この

献馬 に乗 ることのできるのは持主だ けで,た てがみ は決 して切 られなか った。

　 もし他人が献馬に乗 れば,そ の馬 はけが された(es〃cyx)と 考 え られた。 また畜

群や馬群の中で家畜 が死 には じめる場合 も,そ の献馬がけがされた と考え られた。 こ

うした場合には,ラ マを招 き,祈 疇 をあげて もらい,ヨ モギを くゆ らせて,こ れを

「浄 めた」。雄 羊や雄 ヤギの供献 も行なわれた。

　動物の 「供献」の儀礼 は ラマによって とり行なわれ,サ ン　 タビフーcaκ 〃za6axy

とよ ばれた。 この儀礼で は,祈 疇 をあげ,動 物を煙でいぶ し,乳 および浄め られた水

(¢ρ鷹σκ)を そそぎかけた。 馬のたてがみは編 まれるが,こ れ に多色の リボンが編み

こまれた。雄羊 と雄 ヤギの場合 には リボンを首 に下 げた。

　馬利用 の古い伝統は,奥 地 における古い世代の モ ンゴル人がご く最近 まで,馬 に車

をひかせ なか った ことに も現 われて いる。馬 は高貴な動物 と考 え られ,雄 牛のよ うに

車 をひかせてはな らなか った。

　馬 の歩 きぶ りに も特別の 名称があ っ た。 す なわ ち,ホ ニイ ン　 ジ ョロー　XOHuaκ

∂SCOPOOは 「細かい歩 きぶ り」で あり,テ メエヌイ　 ジ ョロー一　MeM33Hbut∂Sαopoo

は 「だ く足」,ウ トゥガ ン　 ジ ョローy履y2α κ ∂anopooは 「跳ね足」であ る。

　動物 の病 いを治すには,以 前,呪 術的方法 も用 い られた。例 えば,ハ ルハ ・モ ンゴ

ルの間で,わ れわれはつぎのことを記録 した。す なわ ち,動 物 が病んで地面に倒れる

と,棒 を もって地上にその動物像 の輪郭を描 いた。そ してその動物像を鞭でたた きな

が ら言 った。

　 チ　 ウ リヒン　モル(ま たはホニ,ウ ヘル,テ メエー)ア ヴ,ビ 　ウ リヒン　モル

アヴ ン9π 〃 πκπκMOPb(uea　 xoκu,　yxap,　 MθM∂ ∂)aB,6a .ypaxzaκntopb　 aBκ 「お

前はお前 の馬(ま たは羊,牛,ラ クダ)を とれ,私 は自分の ものを とる」 と言 った。

言 い代 えると,動 物を とりあげよ うとしてい る 「悪い霊」にたい して,動 物その もの

ではな しに,そ の像を とれ と提 案 したわ けで ある。 ときに は,動 物が地面に倒れた と

き,ハ ルハはガズ ラ　 エイフza3pa　 3ax[地 面 か らなにか起 った]と 言 った 。この場
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合 には石を拾 って動物 に臭いを かが した。

　 モンゴル人民共和 国で は,気 候 および土壌の条件に よって,農 耕 は住民の主要 な生

業でなか った し,今 で もそうで ある。ただ し,近 年農業の発達 に重要 な意義が付与 さ

れて はい るが　　。現在,農 業経済 において,機 械 ・草刈 りステーシ ョンか ら転換 さ

れた国営農場rOCXO3blが 大 きな役割を演 じている。われわれは,そ の うちのい くつ

かを訪 問す る ことがで きた。1948年,西 部で は トゥル ン　 ウブサ ノール　 アイマクの

国営農場を訪 れた。 それ は トゥル ン川の岸にあ り,事 務所 は粘土の建物,労 働者 ・勤

労者 はユル タに住 んで いた。私 たちの訪問 のとき,農 場は創立後わずか3年 目であ っ

た。1945年,草 刈 りステー シ ョンと して組織 され,1946年,国 営農場 に改編された。

　農場の主要 な支柱 は羊の飼養で あったが,し か し当時すでに,コ ムギ,オ オムギ,

ジ ャガ イモが面積100haの 土 地でつ くられていた。 国営農場 と して は,ア ラ トに農

耕や野菜栽培 の分野 を紹介 し,彼 らの間 に現代的農業技術を広めるとい う課題 があ っ

た。農場の野外作業 には,当 時すで に専用の草刈機,鋤 のその他の農業機械が確保 さ

れていた。 さらに国営農場は,国 民経済を高 め,ア ラ トの牧畜 および農業経済 に新 し

い技術や方法 を導入す るとい う直接的 な機能だ けでな く,定 着的な拠点 として,学 校,

ク ラブまた は 「赤 い小 さな広場KpaCHbrit　 yronK」,医 療 セ ンター,獣 医セ ンターなど

をそなえた文化 的中心の役割を はた していた。

　 1949年,わ れ われ はケ ンテイ　 アイマクの ノルブ リン　 ソモ ンの国営農場 で,面 積

600haの 土 地 にコムギ,オ オムギ,エ ンバ クの播種されているのを見た。また ここで

は,10haに ジ ャガイモ,キ ュー リ,ト マ ト,ネ ギ,キ ャベ ツ,葉 タバ コが栽培 され

ていた。国営地場 は年 々播種面積 と草刈 り場を広げていた。 ここで はさらに,メ リノ

種 の緬羊お よび良種 の馬 の飼養を実験 して いる。農場には農業機械の大 きな格納場 が

あった。

　われわれは,モ ンゴルの ア ラ トの農耕 において も,牧 畜の場合 と同様 に,農 耕 の民

衆的 な方法や技 術がい くつ かの点で しだ いに消滅 してい きつつあるのを 目撃 した。

　 アラ トの うち,過 去 において農耕 に従事 し,今 も従事 しているのは西部のモ ンゴル

人(デ ル ベ ト,バ イ ト,ザ ハ チ ン,ホ シュ ト,ト ルグー ト)で ある。われわれは主 と

して,ウ ラン ・ゴム地方のデル ベ トの間で観察 し,こ れについて資料を集める ことが

で きた。彼 らは コムギ,キ ビ,エ ンバ クを播種 している。播種 に適 した土地(し ば し

ば砕石や小石 におおわれて いる)は ふつ う数戸に属 し,い くつかの個人所有 の区域 に

分 け られてい る。その面積 は2haを 越 えない。播種 は5月 のは じめか ら行なわれる。

灌瀧用水 は山の漢流 か らの水路 か ら引かれ る。
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　水路 は共 同で 引かれ,そ の長 さは ときに20kmに 達 す る。 播種地 には耕す 前に,

施 肥のために しば しば家畜がつながれる。収穫 はふつ う8月 には じまる。乾草 用の大

鎌に似た形 の鎌バ ッ ドゥルxaOyypで 刈 りと られ る。バ ッ ドゥルの柄 の長 さは50　cm

以 内 で,歯 の部分 は長 さ20cm,幅 は5～6cmで あ る。地上で乾燥 された 穂は雄牛

また は馬で打穀 されるが,こ のためには土壌 の固い場所が選ばれ,そ の中央 に柱を打

ち こみ,そ れに先導 の馬 また は雄牛をつな ぐ。残 りの動物 は二列縦列 に互い に首で結

びつ け られ,ぐ る ぐるまわるように追いたて られる。打穀場 はハ ラム.κσμ 濯 とよば

れ る。打穀された穀物 は,シ ャベル また は熊手(aap)で か きまわされ,投 げ上げ ら

れて,風 で選 り分 け られ る。穀物の貯蔵 には さまざまな袋,と りわけ皮袋 がよ く用い

られ る。穀物 を食 用にす るときには,ま ず釜に入れて焼 き,石 製 の穀擦器でつぶ した

り,丸 木か ら彫 りぬかれた木 臼(〃)で 揚 いた りす る。

　デルベ トの古い世代 は,わ れわれが調査 した とき,農 耕 に結びついたい くつ かの過

去の伝統をまだ保持 していた。例 えば,ウ ラン ・ゴム付近に住んで いたデ ルベ トは,

播 種の後オ ボ0602に 出 か け,お 茶 をわか し,四 方 に向か ってそれをふ りか けた。 彼

らはオボの前で穀 粉 と混ぜ た ヨモギを焚 き,犠 牲 として オボにお金やハダ クを供 えた。

お茶をふ りか ける とき,つ ぎのように言 った。Xopxupa　 xa4bnv　 s8snsc,　 xa〃oe

aκa〃ZHbL〃zsanS2　 epeθanm2aa[ホ ル ヒラ3を して,あ ふれせ しめ,自 らの水をあ

たえ る用意あ らしめよ,生 きと し生 けるものの食物 を豊かな らしめよ]。

　古い モンゴル,主 としてその北部,さ らに はコブ ド地方お よび他 の大都市で は,ム

ギや野菜 は少数の中国人植民者 の手で栽培 された。前世紀すでに,清 国政府(モ ンゴ

ルは この権力下にあ った)は 中国人 にた いし,外 モ ンゴルで農耕に従事す ることをき

び しく禁 じた。1845年 宣 宗治下 の法令 によれば,モ ンゴルの領主た ちは,こ の法令 に

違反 した もの は2～6年 間俸給停止処分を うけた。 ときには降等 される こともあった。

違反者が官吏でない場合 には,9カ 月間首枷をかけ られ,刑 が終 った後100打 の答刑

に処せ られた。

　 19世 紀初頭以後,北 京 で得 た特別許可 をもとにした トゥシェ トゥハ ン　 アイマクの

中国人 だけは例外であ った。法令は彼 らとその後継者に土地の耕作を許 したが,し か

しこの場合 に も,モ ンゴルの領主たちのきび しい監視下で行 なわれた。

　 こうした条件の もとで,1804-1805年 バ ラ川およびイ ロ川の流域にあ った 耕地 は,

法 令によれば,法 令発布前に許可 された範 囲内にとどまるべ きであ った。

2.オ ボは山や丘の頂上に石を積みあげたもので,そ の土地の霊に礼拝する場所である。古い時

　 代には,そ れはしばしば氏族の山の頂きにつ くられた。

3.ホ ル ヒラはウラン・ゴムの下の川で,そ こからの運河によって畑地がうるおされる。
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　現在,す でにのべたように,モ ンゴル人民革命党およびモンゴル人民共和国政府は

農耕の発達に大きな意義をあたえ,そ の結果穀粉の輸入量を著 しく減少 させ,自 国産

のムギをもって住民の需要をまかなうことを可能にしている。

　狩 猟

　狩猟 に関す る以下の資料 は,主 と して,わ れわれの質問にたいす るアラ トの回答 に

基づいた もので ある。

　ハルハはつ ぎのような けものを狩 猟の対象 として いる。すなわち,オ オ シカ(の ノ妙),

ヘ ラ ジカ(xan∂aea),ヤ マ ネコ(Ut7z7γo)
,テ ン(6y)eeaN),　 リス(xsp3M),ス ロー

ク(ロ シア語CYPOK),タ ル バガ ン(map8aea),イ ノ シシ(zaxati),野 生 ヤギ(zyp),

ア ナ グマ(33Z3∂),カ モ シカ(3∂gpeH),オ オ カ ミ(VOκ の,キ ツネ(Yκ3e3κ)な どであ

る。

　 オオ シカを招 きよせ るために笛,シ カのためには樹皮,白 樺樹皮 および草な どでつ

くられた小 笛が利 用され る。

　以前,大 型の動物 のために仕かけ弓が用い られた。 このた めの弓はカ ラマツ(κap

neo∂),弦 は雄牛の背中の部分の皮,鎌 は3面 のある 鉄製 の ものであ った。 今で は銃

によろて狩猟 が行 なわれている。大 きな ものは銃弾,小 さい ものは散弾で仕止 める。

　狩人が猟に釜 を持たず に出かけ るときには,乾 燥 した家畜の胃袋 を持参 した。彼 ら

は宿営の とき,こ の中に焼 き石 を入れて肉をむ した。

　 タルバガ ンの屍体 も,そ の毛皮 が まだあま り価値 がないときには,内 臓 をと りのぞ

いて,同 様に焼 き石 をつめた。 こうしてむ された動物 はボ ドグ60∂02と よばれ る。

　 タルバガ ン猟は白い衣服,と きには仔羊 の毛皮を毛を 内側 にしてつ くった衣服 に,

耳 つきの帽子をかぶ って行 なった。狩人は必ず,多 くの場合 ヤクの尾毛 でつ くられた

マハルカMaxa"Kaを 手 にした。 狩人 はタルバ ガ ンに接近 して,マ ハル カを絶えず振

りつづける。す ると動物はこれ に注意を奪われて,長 い間 同 じ場所に停止す るのであ

る。

　狩 人の伝承 によると,以 前,タ ルバガ ンのためにはオオカ ミまたはオオシカの頭皮

を剥いで,そ れを乾か し,狩 人 の頭 にかぶせた。ある とき,狩 人がその姿で動物 の穴

のそばに坐 っていた とき,別 の狩人が オオ カ ミと思 って彼を殺 して しま った。 それ以

来,頭 にオオカ ミやオオ シカの頭皮をかぶ ることはな くなった とい う。

　 猟に出かけるときには,最 良 の食物 の切片(∂cooa>を,そ の場所の 「主人」で ある

霊 に投 げあたえた。
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　 また猟に出発す るとき,女 性は出かける人の後方か ら乳をふ りかけた。狩猟の とき

には互いに喧嘩を した り,動 物の悪 口を言 った りして はな らなか った。

　 大型の野生動物 の皮革で容器が縫 われた。雌の オオシカの毛皮で ズボ ンとハ ラー ト

(∂麗 の[長 い,前 あきの上衣]が 縫 われた。同 じ動物の雄 の毛皮 で靴をつ くった。角

[ロ シア語 のnaHTbl]は 以 前,中 国人 に売 った。ヤギの角か ら大針 をつ くった。

　 仕止 めた動物の蹄 は しば って木の下 につ り下 げた。

　 ハルハの場合,猟 の とき,い つわ りの,ま たは比喩的 な名称で動物 を呼んでい る。

例 えば,オ オカ ミは7κeex　 svcuκa2aア,イ ノシシはmりe∂eep,ヘ ラ ジカは.xa6ma2adi

θBθpm,キ ツ ネはMazaaeadi,オ オ シカ(ロ シア語のH3ro6Pb(6yra))は 〃zypaeと よ

ばれ る。狩人が動物を期待 している ことを,狩 人の会話を通 じて動物 にさと られない

ようにす るためである。

　 ヘ ラジカの猟 には,シ カまたはヘ ラジカの皮を,毛 を外側 に して縫 った靴60彦 〃03

を は く。 こう した靴をは くと,け ものに人 間の足音 がきこえないのである。

　 食べ られ るけものを殺 したときには,そ れを仕止 めた人 は,毛 皮 とズル ト37鋤 〃Z,

す な わち心臓 と助骨2本 および4つ の頭骨をつけた頭部 を自分の もの としてとる。 そ

の動物 が食べ られない ものであれば,猟 師は,屍 体 か らまるごと剥 ぎとった毛皮(κθ∂δ

だけを とる。後脚 は毛皮 につけた ままであ る。 これは ノホイ ン　 メ レグ κoxoπκ・MS-

P32[も しイヌを 捕えた ら]と かブニ　 メ レグ6yκu　 M3P3e[誰 か が鉄砲で殺 した な

ら]と よばれ る。

　一モ ンーゴル大 は家畜 だ けでな一ぐ,一狩猟の 対象にな一る多 ての 野生 動物 にう琶 て も」 年齢

による特別 の名称 をつ けてい る。ハルハの場合におけるタルバ ガ ンとオオ シカの年齢

別名称 をあげておこう。

　タルバ ガ ンTap6araH

il三蹴_}-
4歳 　 　ビル ヒ(雄)6apxa

4歳 　 　 ナガ イ(雌)κaeati

　オ オ シカ143K)6Pb

1歳 　 　ザルガル3ap2a諺

2歳 一 ソオ ンドイ,ホ トルcθ θH∂θ彦,xomoz

3歳 一 タ ラグ タノレ〃zapa2〃zap
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4歳 　 　ブ ドウン　 ブガ(雄)620yκ 　5」,ea

4歳 　　 ソゴ(雌)cozo

　 デ ルベ トの場合,狩 猟 のために集 まった人 々はラマの ところで,ど の日が猟に最適

かを 占って も らった。民衆 の観念 によれば,毎 月の8,15,30日 が最 も成功 しやすい

と考 え られた。 これ らの 日,(原 則 として)精 神的誓 いをたてた世俗の人 々(主 とし

て男女の老人た ち)は 斎戒 を守 り,1日 じゅう祈疇を あげた。

　 これ らの 日に殺 され るか,あ るい は死んだあ らゆ る生 きものは 幸せな もの(の ノπ陪

〃砺)と 考え られた。 したが って,こ れ らの 日に動物 を仕止 あた狩人 は,善 行 を した

と考 え られ る。

　猟 に出かける前,鞍,銃 その他 狩猟用具 には ヨモギ@ρ 解)の 煙をかけ,祈 疇 をあ

げて(eaκqazaκ 　caκe)は らい浄 め られた。住 居を出るときは右側へ曲 った。

　 狩人がけ ものを殺 し,獲 物を分 けた り,あ るいはその毛皮 を剥 いでいる最中に,他

人 が現われ,シ ョル ロガUtop20za[肉 切 れをあたえよ]と 言 え ば,狩 人 は オ グノ

θZκθ[あ たえ よう]と 答 え,獲 物を分 けた。 この場合,そ の とき現 われた入が狩人

よ りも年 長で あれば,彼 に上等 な部分の肉があたえ られた。

　移 動 手 段

　革命前のモンゴルでは,荷 車と荷駄の輸送が知られているだけであった。国内には

整備された道路 も橋もなかった。移動のためには馬,ラ クダ,雄 牛が利用された。

　現在では,国 内のすべての重要地域に自動車輸送が行なわれ,舗 装道路が通じてい

る。鉄道はモンゴル人民共和国の首都と大中心地をソ連の鉄道 と結びつけている。第

二次5力 年計画(1952-1957年)で ウラン・バー トルから中華人民共和国の 国境まで

の鉄道が完成した。

　 ウラン・バー トルと国内各地,さ らにはモスクワ,北 京との間に航空路が開かれて

いる。

　地理的条件によって,水 路はあまり発達 していない。舟航はフブスヌール(コ ソゴ

ル)湖,セ レンガ川,そ して部分的にはその支流であるオルホン川の下流部で行なわ

れている。

　 1949年 まで,ア イマクとソモンの間の公的輸送はウル トン,つ まり駅逓によって行

なわれた。 駅逓は30～40kmの 間隔であった。 国家の牧畜税を納めるすべてのアラ

トは駅逓の義務を負わされた。

　 1949年,モ ンゴル人民共和国政府はこの義務を全廃 した。官吏の輸送は国費による
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図2　 a一 ラクダの荷駄用鞍b一 雄牛の荷駄用鞍c一 ラクダの口綱と棒

　　 d一馬の前脚2本 と後脚1本 を結ぶ繋縄

こととなった。今では,共 和国のすべての中心は自動車輸送で結ばれている。

　しかし新 しい移動手段は,今 のところ,モ ンゴル人民が長い歴史の間に開発 した,

国の自然条件に合致する荷車および荷駄の輸送を全 く廃棄するには至っていない。

　馬,雄 牛,ラ クダが乗用および荷駄用として今でも,大 きな役割を果している。一

部の地域,と りわけ国の中央部および東部では二輪車をひ くのに利用されている。男

女,子 どもを問わず,す べてのモンゴル人は,す ば らしい乗り手である。

　モンゴル遊牧民の,幾 世紀にわたる移動手段における経験としての民族学的特徴は,

今でもなお非常に明瞭に現われている。それは荷駄用および乗用の鞍,二 輪車の構造,

鞍のおき方,荷 物の積み方などに現われている。
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　 馬や雄牛 のた めの荷駄用 の鞍(π κeupqae>は,2個 の 重厚な弧木 につ ながれた2枚

の板 か らなる。板 と弧木 には穴があけ られ,細 い紐で結び合わされて いる。腹帯 は鞍

の上 か らかけられ るが,そ のために板の上 に浅い切 りこみがつけ られて いる。板 の後

端 に尻が いが とりつけ られる。動物の背中に,ま ず フェル トの鞍敷 きをつ け,そ の上

か ら鞍 を固定す る。 ラクダ用 と して は別 の形 の鞍が ある。 まず ラクダの背がす りむ け

ないよ うに,ま た こぶを傷つ けない ように フェル トを巻 きつ け,両 側 の面 に毛 をつ め

た枕を敷 き,こ れ らすべてを棒 で締 めつけ る。荷物 を ラクダの背に固定す るためには,

手 綱 をひいて ラクダを地面 に横 にな らせる。 「ソク,ソ ク」 とかけ 声 をかける とラク

ダは横にな り,「 ホ ク,ホ ク」 と叫ぶ と立 ち上 る。1頭 の ラクダに積まれる荷物 は同

じ重さで2分 され,ふ つ う十文字 に縄を巻 きつ け,各 荷物の上に輪 索を残 し,そ の一

つに棒 を固定す る。荷物を積 むときには,ふ た りの人 が両側か ら荷物を1個 つ つ持 ち

上げ,一 方 の荷物の輪索を もう一方の側の棒 にひ っかけ,ラ クダの両側 に荷物 を締 め

つ ける。

　 ときには,荷 物の上か ら背中 と腹を通 して縄を巻 きつ ける こともある。 こうした積

み方は,キ ャラバ ンが停止 したとき,あ まり人手 をかけず に荷物の積みおろ しを可能

にす る。ふつ う,1頭 の ラクダは180な い し250kgの 荷 物を積んで1日 に30～40km

移 動 す る。 ラクダの手綱 は尾毛 を編んだ縄 か らつ くられ,一 端はブル6y2b[ラ クダ

の鼻の軟骨 に通 された小 さな棒]に 結びつ け,も う一端 は手で にぎった り,あ るいは

キ ャラバ ンの行進 中は,前 を歩 くラクダの荷物 に しば りつける。手綱のほか,ラ クダ

の顔面に端綱(革 紐 または尾毛の紐)を つ けることもある。

　 ラクダで運ばれる荷物 にはい ろいろある。 さまざまな工業製品,皮 革,毛,尾 毛な

どで,い ずれに して もていねいに梱包 された ものであ る。大 中心地の近 くでは,建 設

用 と燃料用の木材 が運ばれ る。 アラ トの移動の とき,ラ クダ にユルタの 部品,ハ ナ

)caκbl,ウ ニ .yκa,ト ン 〃zoκ,フ ェル トのほか,内 部 の調度 品を積んでい る光景 によ

く出あ う。 この場合,ラ クダの脇腹につけ られた小 さな籠に小 さな子 ど もが入 れ られ,

そのそばに母親 が乗 ってい る。キ ャラバ ンのそばを家畜が走 り,家 族の ほかの成員た

ち も馬 などに乗 って移動 してい る。キ ャラバ ンの先頭 に,先 導 ラクダの手綱を とった

人が騎馬または徒歩で行進 している。 このような移動風景の最 も多 いのは春 または夏

で ある。

　 砂地や小石 ま じりの土地を長期間歩 くと,ラ クダの足 の裏が割れる。 この場合 には

ラクダを横にねかせ,脚 を しば り,枕 状 のやわ らかい足の裏 に,曲 った長 い針 をつか

って革を縫いつける。
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　 中央部および東部で は,ラ クダに二輪車 を引かせている。 このた めに特別の鞍が利

用 され る。 これは ラクダの前の こぶにかぶせ られ る。 フェル トを楕 円形 に切 り,そ の

中央部に,こ ぶのための切抜 きがつ くられる。 フェル トは とじ縫 いされ,楕 円形 と切

抜 きの縁 は色彩のある リボ ン状の もので縁 ど りされてい る。楕 円形 の両側面 に金属製

の環 が縫 いつ け られ,こ の環 か ら背中を越えて,こ ぶ のまわ りに2本 の尾毛製 の縄が

まわされ,フ ェル トを押 えつけて いる。環の下 に,同 じく尾毛製の腹帯 と二輪車の梶

棒 を固定す るた めの紐がある。

　 モ ンゴルの経済 におけ るラクダの飼養 は,歴 史的にみてわ りあい後代の現象で ある。

それが最 も広範 に広 まったのはチ ンギ スハ ン以後の ことである。 この ことを裏 づけて

いるのは,荷 駄用道具の名称におけるチュル ク語の存在 である。例えば,鞍 の枕を意

味す るホムxont,手 綱 を意味するブル ン ドゥク(チ ュル ク語のブル ン6PllpJ,κ「鼻」に

由来)は チ ュル ク語か らの借用である。

　 モンゴルの乗馬用の鞍 は細い形 を している。鞍橋 の端末 は骨片にでつ くられてい る。

鞍褥の上に,型 押 し文様で装飾 された鞍皮 があ り,鞍 褥の縁や隅 も同 じよ うな型押 し

文様で飾 られてい る。坐 るところの上に は,金 具 によって,布 地のかぶせ られ たフェ

ル ト製 の敷物が固定 される。モ ンゴル人 は以 前,鞍 と馬具の装飾に大 きな意義 をあた

えていた。銀 が豊 かに使われているこ とは,持 主の富の指標で あった。娘が嫁 にゆ く

とき,そ の両親 は娘のために必ず,さ まざまな装飾のあ る鞍 と馬具をつ けた馬をあた

え ることにな っていた。

　 モンゴルの荷車 は二輪車で,一車轍 ま木製,矢 ど軸受函 は十 字繋 ぎの角材KpeCTOBHHbl

で 代 用 された。心棒 のその十字角材 の接合点 につ くられた四角形 の穴 にさ しこまれる。

　 二輪車は共和国の中央部 と東部で用い られる。西部 モンゴルのオイ ラ トは全体 と し

て荷車 を利用 しない。二輪 の荷車に よる移動法 は古 くか らモンゴルに知 られて いた。

『モ ンゴル秘史』 にはそれはxapa　 ymaa　 mepee[「 黒 い幌の車」とパ ッラデ ィー ・

カフ ァロフna朋aム 朋1〈a》KapOBaは 訳 した]と よばれる。例 えば,ホ リラル タイ ●メ

レゲ ンガ 「森」の部族 ポ リ ・テム ドの住地 か らブルハ ンーハル ドゥンの山へ移動す ると

き,彼 の もとには覆いのあ る車ハ ラウタィ　 テルゲxapaymadi　 meρ2eの あ った こと

が示されてい る。 同じ資料 には,xacaκ 〃麗ρ2θとい う名称 の車 もあった ことがのべ

られている。 この名称は今で もモ ンゴル人の間に残 って いる。われわれ はこの名称 を

1949年 ケ ンテイ地方で記録する ことがで きた。 この地方 には,山 地であ るに もかかわ

らず,チ ンギスハ ンの時代 に巨大な車 があって,荷 物の運鍛だけで な く,モ ンゴル人

の移動 にも重要な役割を果 した。 リュブ リュキおよび プラノ ・カル ピニの記述 によれ
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ば,車 の上 にユル タをのせ て移動 した。 これ は不 断の侵入 と戦闘の条件下で は,そ の

特長を発揮 した と考え られる。

　敵 か ら急速にのがれる必要 のあるときには,ラ クダ その他の動物 に荷物を積むよ り

も,雄 牛をユル タつ き車 につけ,そ こに家財道具を のせ る方が速 か ったので ある。

　 ユル タつ き車の古いタイプは,今 で は失 われた。われわれが一 部のモ ンゴル人(ハ

ルハ,ブ リヤ ト,ウ ズ
.ムチ ンなど)の 間で出会 った二輪車 は,中 国人 またはロシア人

か ら借用 した ものであ った。 しか しモ ンゴル人 の中での若干の観察は,一 部の古い伝

統が今 日に残 っている ことを示 してい る。例 えば,共 和国の東部 では,棒 と円い部分

か らなるユル タ上部の円錐形 の部分が分解 され ることな く,棒 と円い部分が固定され

て お り,そ の結果,移 動 のときユル タの上部 がまるまる二輪車の上にのせ られ るよ う

になっていた。チ ョイバル サ ン ・アイマ クのウズ ムチ ンの間では,ケ ンテイ地方 の一

部の ブ リヤ トの場合 も同 じで あるが,衣 服 や装飾品な どの品物 が,住 居 内や長持 にで

はな く,フ ェル トにおおわれた り,あ るいは櫃状に板でか こわれ た りした二輪車 に納

め られていた。

　かつてプ ラノ ・カル ビには 指摘 している。 「彼 らが 自分 たちの宝物を納 める二輪車

は,閂 によ って も,錠 前 によって も閉 じられていない」。

　 もう一つ,わ れわれがモ ンゴルの東部 でのみ出会 ったデ ィテール を紹介 しよ う。す

で にのべたよ うに,モ ンゴルの現代 の荷車 の車輪に は軸受函がない。 チンギスハ ン時

写真3　 二 輪 車 を ひ く ラ ク ダ
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写真4　 ウ ズ ム チ ン の 二 輪 車

写真5　 チンギスハン時代の聖物を納あたウズムチンの小さなゲル

代 のモ ンゴル の荷車 にはそれがあ った。 これ は,S.キ セ リョフによるモ ンゴルの古

い都 ハ ラホ リン(カ ラコルム)の 考古学的発掘に よって裏づ け られている。ハ ラホ リ

ン発見 のツン ④」ノκ)に 似た形 のツンを,わ れわれはケル レ ン川 およびオノン川の流
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域(ほ とんど消滅 してはいるが,チ ンギスハンに関連のある歴史的地域)で 見出する

ことができた。われわれは,チ ョイバルサン　アイマクのウズムチンの間でも見つけ

たが,そ れはもはや荷車の上ではなく,タ ガンの脚につり下げた護符 としてであった。

　 家内的な獣毛製 品と皮革の加工

　 農村地域 では,家 内的な方法 によるフェル トの生産 と皮革 の加工 がな されている。

フェル トは羊毛 か らつ くられ る。それはユルタの覆 い,ユ ル タの床敷 き、 寝台 の敷物,

鞍 褥,冬 用の靴下,塩 入れのさまざまな袋その他 に用い られる。

　 フェル トづ くりの熟練 した職人 は,柔 か くて丈夫 な,た いへん薄い白い フェル トを

つ くる。 フェル トをつ くるには,ま ず毛をていねいに選別 し,そ れをたた き,正 しく

並 べ,同 じ力で転がす ことが要求 される。

　 フェル トづ くりの第一段階 は,ま ず毛をていねいにたた くことである。そのために

毛を皮 また天幕の上にひろげ,棒 または細い小枝でたた く。 これに従事す るの は多 く

の場合,女 性,老 人,子 で もである。一部 の地域,例 えばッェツェル リクの協 同組合

やモ ンゴ ・モ リト・ソモ ンで は,弓 で毛をたたいて いるのを見た。第二段階 は,毛 を

古 い フェル トまたは皮の上にな らべ,そ れを水 で湿 らせ,木 製 ロー ラーに巻 いて,平

らな野原を転がすので ある。

　 われわれ はハルハ(ジ ャルガ ランハ ン　 ソモ ンの)に おけるフェル トづ くりを観察

したので,そ れを記述 してみ よう。彼 らは学校用 のフェル トを男女 のグループが転 が

しているところであ った。

　古 い,広 いフェル トの上に羊毛をひろげな らべ,た っぷ り水で湿 らせ,そ の上 か ら

さ らに毛を敷 きつ めた。 これを3度 くり返 し,そ の全部の層を木製 ロー ラーに巻 きつ

けた。 ローラーは皮で包 まれ,紐 で きつ く締 め られた。転がすために,ロ ー ラーの中

央部 は長い縄で しば られ,そ の端末は互 いに向かい今 った2人 の騎乗者 の手 ににぎ ら

れた。 こう して彼 らが,交 互に縄 をひっぱ ると,フ ェル トの巻物 は一方 か ら他方へ 転

が った。騎乗者は,習 慣 と して雄馬に乗 った。

　敷 いた毛を ロー ラーに巻 きつけ るとき,そ の下端が突 出す るときには,「 トプルー,

トプル ー」 と叫 んだ。 これ は羊がた くさん仔 を生 む前兆 とみな された。巻物 を縄で巻

きつけるときには 「ウメイ,ウ メィ」 と叫 んだ。 出来上 った フェル トをひろげると き

には,「 りっぱな娘が生れた」 とみんなが言 った。 新た につ くられた フェル トは ミレ

フMuaexと よ ばれた。われわれ はここで,フ ェル トを転 がす とき,端 末が突 出す れ

ば,こ の フェル トの持主 に子 どもが生 れる前兆で あるときかされ た。
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　毛 か らは,フ ェル トのほか,糸 と縄 がつ くられる。糸 を紡 ぐには,主 として ラクダ

の毛が用 い られる。女性は紡車な しで糸 を紡 ぐが,ふ つ う左手で毛の束,右 手 で紡錘

をにぎる。紡錘の蝿車 はまるい木でで きてい る。 ときには石が用 い られる こと もある。

毛糸 は シューバを縫 った り,フ ェル ト製品 に縫い 目を入 れた りす るの に用い られる。

この種 のフ ェル ト製品 として は,坐 るための敷物,扉 にかぶせ るフェル トなどがある。

　 よ く広 ま ってい る家 内的産物 の一つ に,毛 皮 と革 の加工 がある。毛皮か らは シュー

バ,革 か らは履物,鞍 褥,発 酵 乳やクム ィスの容器がつ くられる。

　 デルベ トの場合,羊 皮 の家 内的加工法 はつぎの通 り。 まず生の 羊皮を水 と フジル

(ソ ーダ)で ひた し,た たんでユル タの中にお く。 翌 日羊皮 をけず り(〃aa3Ha),再

び 同 じようにたたむ。1日 おいてか ら掻器で けず った後,棒(s∂llooκe)で もみ,乾 か

し,ボ ズ603(酸 乳 か らアル ヒを蒸溜 した後 に残 る凝乳に似 た もの)を ぬ り,再 びた

たみ,ユ ル タの中 に10日 間ほど放 置す る。 この間,何 度 か羊皮を外 に出 してけずる。

最後 の日,ボ ザイ ン ・シャラ ・ウス603aaκ 　atajpa　.yc(酸 乳 またはクムィスか らアル

ヒを蒸溜 した後 に残 る液体)に ひた し,日 に乾かす。それか ら草の上に毛を上 に して

ひろげ,1夜 の間そのままにす るか,あ るい は,わ ず かに水で湿 め らす(容 易に もめ

るよ うに)。

　羊皮 をぎざぎざにな った棒(∂Opoκ ε)で,そ れが乾いて柔 か くなるまでなめすe.小

さな穴を掘り,そ のそばで馬糞を燃やす。火のついた馬糞をその穴に移し,そ の上か

ら獣糞用の籠@ρ αε)をかぶせるか,あ るいは木で円錐状の骨組をつくり,そ の上から

写真6　 羊毛を刈りとるミンガ ト(族)。 コブ ド　アイマク
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毛を外側にして羊皮をかぶせる。さらにその上か ら,煙 が外に出ないようにフェル ト

をすっぽ りかぶせ,羊 皮が黄いろくなるまで煙でいぶす。 熱い羊皮にボズの塊をぬ

り,き っちりたたんでユルタの中におく。2～3日 後,ボ ゾィン　シャラ　 ウスの液

でひたし,再 びたたんでおく。これを数回 くり返 して乾かす。ある暑い日に羊皮を草

の上に毛を上にしてひろげ,水 をかけながら子どもに踏ませる。それから鉄のシャベ

ルで皮から水分をけず りとる6羊 皮がきれいになるまでこれを数回くり返す。それか

らもう一度ボゾィン　 シャラ　 ウスの液で湿らせ,も む。これで羊皮は完成 したとさ

れる。

　共和国の東部で 出合ったブリヤ トでは,い くつかの種類の皮なめし器(spue　yne3)

がみられた。これは革命前のザバイカル癒方のブ リヤ トにあったものと同じであった。

大型有角畜[牛]と 馬の皮を加工するには二つの異なった皮なめし具がある。その一

つは,垂 直の軸が立て られ,そ れに2本 の くり抜かれた丸太が寄せて立て られる。く

り抜き丸太にはさまった軸に皮が巻かれ2本 の くり抜き丸太がいっしょにしばられ,

くり抜き丸太の間の穴にさしこまれた長い樟を利用 して軸のまわりを回転させる。こ

の回転のとき皮はなあされるのである。

　 もう一つの皮なめし器は,2枚 の平行 した動かない板からなる。この板は互いに上

下におかれ,8本 または4本 の棒(tLtopO)お よび4本 の柱でつながれている。 これ ら

全部が,地 面に掘 られた木の軸(曜 ρ鋤 のまわりをまわる。軸の中央に穴があり,軸

のまわりを回転する皮がそれに通されている。

写真7　 フェル ト用の毛をたたく(ミ ンガ ト)
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　 2本 の柱の中央部に長い棒が固定され,皮 なめし器はそれを利用して,人 間または

動物(馬 や牛)の 力で動かされる。動物を利用する場合には棒の外側の端末に挽索が
　 　 　 　 　 　 　 　 　 くびき

とるつけ られ,こ れが範 または鞍 と結びつけ られ る。

写真8　 ブリヤ トにおける羊皮の加工

写真9ブ リ ヤ トの 皮 な め し 具
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写真10ブ リ ヤ トの 皮 な め し 具

写真11皮 に文様をつけるための型板

　ブ リヤ トの場合,羊 皮 をなめすた めに,肝 臓をす りつぶ した ものや発酵 した乳をぬ

り,垂 直 の杭 に毛のない側を外に して巻 きつ け,掻 器(xa∂elpeeκ)で 皮の内側膜 をけ

ず りとるので ある。

　住　　　居

　 牧畜に従事す るモンゴル住 民の住居 は,フ ェル トのユル タ29P[モ ンゴル語で ゲルコ
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である。それ は遊牧 的生 活形態 にたいへんよ く適合 したもので ある。軽 くて丈夫であ

る上,急 速 に解体 した り組立 てた りで きる ところに,ユ ル タの特徴がある。各家族 は

自 らのユル タを もってい る。息子 の結婚 と同時に必ず独立 のユル タがあたえ られ る。

しか し独立 した ユル タは,新 婚夫婦が婿の父親の経営 か ら独立す ることを意味す る も

のではない。

　モ ンゴル語で の,ユ ル タを意味す るゲル(zsp)か ら派生 した言葉が興味深 い。す な

わ ち 「結婚 する」 はゲル レフ(33μ θκ),「妻 の ある」はゲルギーテ ン(2∂pzuamgκ),

「既 婚女性,妻 」 はゲルギー(eaρ2adi)で あ る。

　 モ ンゴルの古 い風習 によって,以 前,ユ ル タは必ず婿の父親 によって用意され,中

に入れ る家具,つ ま り寝台,長 持,坐 るた めの敷物,容 器 などは嫁の両親 によ って用

意 された。ふつ う結婚 した息子た ちは,父 親 と同 じ宿営地(α 彦泌)に 住んだ。 他 の親

族 もしば しば これに合流 して,1宿 営地 あた り5～10の ユ ルタが共和国の遊牧民 によ

く見 られる現象 であった。革命後,家 畜放牧のたあの労 働力を結集す る目的で,同 じ

遊牧集団に親族 でない人 も加わるよ うになっている。

　封建期のモ ンゴルでは,宿 営地 内部でのユル タの配 置に も一定の秩序 がみ られ た。

年長で名門,そ して最 も富裕な人 々は宿営地の南西部にユルタを建てた。息子 はその

ユル タを父親 の前 に建て ることはできず,貧 しい人 々は必ず みんなのい ちばん後方 に

建てた。

　われわれの観察 によれば,こ うした古い伝統 は今 日で も,共 同で家畜を放牧 してい

る協同組合一XOTOH.に.も 部分的 に残 っ一ていた。.一例えば,最 も家畜の多い家族 は,t,　,bン

の 南西隅,最 も家畜数の少 ない家族 は南東隅を しめた。

　むか しのモ ンゴルで は,ユ ル タの数が数百数千に達する宿営地がみ られた。例 えば,

長 春真人の旅行記 によれば,大 オギ ン(チ ンギスハ ンの末弟 テムゲ ・オ ッチギ ン)の

宿営地 では黒 い車 とフェル トのユルタが列をな して数千を数 えた。 またチ ンギスハ ン

のある妃 の住地 には,車 とユルタが,昔 の勾奴の単干に もみ られないほ どの壮観 を呈

していた。 格 子つ きの フェル トの ユル タが円錐形の仮小屋 田anamaか ら発展 したこ

とは,例 えばN.ハ ル ージ ンの研究によ って も明 らか にされている。

　むか しのモ ンゴル猟師は,『 モ ンゴル秘史』および ペル シアの史家 ラシ ッド・アデ

ィンによれば,白 樺樹皮でおおわれた円錐形の仮小屋 とフェル トのユル タに住 んだ。

フェル トにおおわれた 円錐形 の住 居(060xoti)は モ ンゴル人民共和国で も残 っている。

しか しそれは,今 で は不断に住 む住居 と してではな く,生 活用具の保有 用 として利用

されていた(わ れわれ はこれを西部地域で観察 した)。 それを最 もよ く利用す るの は,
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寒い時期における牧夫 とキ ャラバ ンの案 内人で あった。

　 13世 紀に広 くみ られ た古 いフェル トのユル タは,当 時の ヨー ロッパ人旅行家 リュブ

リュキ とプ ラノ ・カル ピニによって くわ しく記述 されてい る。むか しの ユル タは,今

の ユル タとはちが って,ス トーブの煙突 のよ うな細い頸が上についていた。探 検家ポ

ターニ ンはオル ドスで上部 に細い頸 のついた ユル タの写真を とる ことに成功 した。 こ

れ はエジイ ン　 ホ ロe　meauκ 　xopo,つ ま りチ ンギ スハ ンの 妻の宝物 を 納めた ユル タ

とよばれた。

　古代 モンゴルの後喬 と言われ,ア フガニスタ ンとソ連の トルクメ ン共和 国(少 数)

に住むハザ ラの間に,古 代 モ ンゴルの ものに近 いタイプのユルタが残 って いた。ハナ

ン　 ヒルガ κ侃 σ砿泌ψεαとよばれ るこの種の ユル タが ソ連科学 アカデ ミー人類学 ・

民族学博物館に保有 され,ガ ッフェルベルグによって記述 されている。

　 ここで,わ れわれが ウズムチ ンの間で見た二輪車 のことを紹介 してお こう。車上に

は,ま るいのではな く,四 角 なフェル トの小 ユル タがのせ られてあ ったが,そ の先端

には黄金の球がついていた。 これ は部族の 「聖物」 で,こ れの保管者 である老 ウズム

チ ンの説明に よれば,そ の中にはチンギスハ ンに属す るとされ る遺物 が入 って いる,

との ことであ った。

　 この小 ユル タ内の品物 は,わ れわれ は一 べつ できただ けであ るが,若 干の布切れ,

旗 の一部(清 朝の ものであ った),仏 教関係 の ものな どであ った。 一部 の品物が実際

に13世 紀 の ものであるかど うかは判 断で きなか った。 とい うの は,わ れわれはそれを

ひ と目見ただ けだか らである。 これを他人に見せ た り,そ の天幕に近 づいた りす るこ

とは冒漬 と考 え られていた。 この 「聖物」 は30世 代 にわた って 「ブ リヤ ト」族 によっ

て保存 されて きた。 これが ラマではな く,氏 族 の 代表者 の 手にある ことが 注 目され

る。

　 1945年,ウ ズムチ ンは北部 中国(内 モンゴル)か ら部族全員で,先 頭に この小 ユル

タをたてて モ ンゴル人民 共和 国に移住 したのである。

　 われわれ はここで,ユ ルタ(こ の場合 は聖物 として)を 二輪車の上にのせる ことの

古 い伝統 を検証す ることができる。 その頂点 に球をつけるのは,上 部に細い頸をつけ

たむか しのユル タの タイプを反 映 しているか も知れない。　 　　 　 　　 　 一

　 現代 の フェル ト製ユル タの骨組 は,木 製の折 りたたみ式 の格子か らなる。 これは東

部 モ ンゴルで ハナxaκa,西 部 で テ レムmepeMと よばれ る。 格子はまる く立て る。

ユル タの大 きさは格子の枚数によ っており,4つ か ら12ま で ある。格子 には円錐形の

屋根が固定 される。 この屋根は細い棒(.」,κa)か らな り,一 端 は格子の上 に,他 端は,
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木製の天井まる窓(同 時 に煙出 し穴 の役割 も果 してい る)に もたせ かけ られてい る。

　 ユル タを建てるには,は じめ格子状 の壁 をたて,つ いで誰かがユルタの中央 に立 っ

て,棒 で天井 まる窓を支える。 あとの人 々,主 として女性 たちは棒 ヅ纏 を天 井まる

窓 と格子に固定す る。天 井まる窓 は,格 子状 の壁 もそ うで あるが,モ ンゴルの間で い

ろいろな名称を もってい る。 東部で は トンMOκ,西 部で はハ ラアチxapaavzaと よ

ばれる。天井 まる窓には互 いに交叉す る十字形 の材 が円周 の材の面 よ りも高 くもりあ

がるよ うに固定 されている。 この場合 の十字材の構造 には部族 によってい くらかのバ

リエーションがみ られ る。 円錐形 の 屋根を形 づ くる棒(.yHa)は,モ ンゴル人民共和

国西部のカザ フにみ られ るように,チ ュル ク族のユル タのそれ とは異 な ってい る。 カ

ザ フの ものは,モ ンゴル のウニ .ynuと は ちがって,曲 げ られた形 を してお り,こ れ

によってカザ フのユルタにまるい形をあたえている。 これ は一見 してわかる特徴で あ

る。扉の構造 もちが う。 モ ンゴルのユルタには,ふ つ う南向 き(ハ ルハ ・モ ンゴル の

場合)お よび南東向き(オ イラ トの場合)の2枚 開きの木扉がついている。 また,モ

表2　 ユルタの基本部分の名称

名　　称
Ha3BaHH∬

Pei皿eTKa　 IOPTbl

　ユ ル タ の格 子

naπKH　 KoHligecKoti　 qacTmopTb1

　 ユル タ の 円錐形 部 分 の棒

1〈py「Anfl双blMOXOAa

　 煙 出 し用 の ま る窓

BotiAOK,　 nOKPblBaKOMHfi　 Kpyr　 K)PTbl

　 天 井 ま る窓 をお お う フェル ト

Bo藍」10K　Ha　KoHKqecKo藍 蒐{孕cTH　K)pTbI

　 ユル タの 円錐 形 部 分 の フェル ト

Bo加oK　 Ha　BepTHKanbHoti　 cTeHKe　 ropTbl

　 ユル タの 垂直 壁 面 の フ ェル ト

6epeBKa　 Ha　K)pTe　 cHapy》Kll

　 ユル タ外 側 の縄

ABePb　 AepeBf1HHaH

　 木 扉

　 　 　 　 　り
ABePb　 BOHAoqHafl

　 フ ェ ル トの 扉

nopor

　 しきい

nepeKpecT　 y　Kpyra　 K)pTH

　天 井 ま る窓 の十 字 材

ノ、　ノレ ハ

Xanxa

デ ル ベ ト

AgP6STbl

バ イ　 ト

BaliTbl

õàíà

 óíè

òîíî

 âðõå

äåâåð

òóóðãà

 áâñëóð

õàëãà

 óóäÝ

 áîñîãî

äààãà

 òåðåì

 óíè

 õàðàà÷è

åðêå

äåâåð

 òóóðóã

áîñ

 õàãóë

óóäåí

àëõàä

 ÷àìõàðàé

 òåðåì

 óíè

 õàðàà÷è

åðêå

äåâåð

òóóðóã

áîñ

 óóäýí

àëõàä

õóóðãàë
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ンゴルの場合,木 扉の上に縫い目をつけたフェル トがかぶせ られる。チュルク族の場

合は,窓 掛のようにフェル トを上からたらして扉をおおっている。モンゴルの扉はし

ば しば暗赤色に塗 られる。ユルタの骨組の上か ら冬は2枚,夏 は1枚 のフェル トの覆

いがかぶせ られ,尾 毛製の縄でしばりつけられる。夏期の覆いは,ふ つう地面まで届

かない。露出した格子から風がユルタ内にはいるようにするためであるる。冬はあた

たか くするために,ユ ルタの下部に外側から,幅50cmほ どの長いフェル ト(καπθり

が巻きつけられる。

　煙出しの天井まる窓の上に四角形のフェル トの覆いがとりつけられ,そ の端末に尾

毛製の縄がつけられる。この覆い θアκθによって,煙 出し穴は夜間または雨のとき閉

められる。昼間は,ト ンはふつう,全 部閉じられることはない。天井まる窓のこの部

分は明りとりの役目も果 している。

　東部と西部のモンゴルでは,ユ ルタの構造は同じであるが,し かしユルタに関連す

る若干のターミノロジーには相違がみ られる。ユルタの基本部分の名称は表2の 通り

である。

　ユルタ内部の状態についてみれば,ふ つう中央に炉があり,煙 はフェル トでおおわ

れていない天井まる窓を通 って外へ出る。入口の右側(東 側)は 女性用部分とされて

いる。そこに食器を納める棚や箱,食 糧の箱,背 の低い,し ばしば文様のある木製の

寝台,家 財を入れた長持がおかれている。入口の正面が最も上座 とされている。以前

はここに,小 さな机の上に仏像があったが,今 では指導者の肖像やさまざまな飾りが

おいてある。左側が男性用で,そ こには支柱にクムィスと発酵乳のための皮袋があり,

鞍,馬 具,狩 猟用具などがおいてある。また寒いときには,こ の側に仔羊や仔牛がつ

ながれた。

　家具調度とユルタ内の状態について細かく記 してみよう。すでにのべたように,入

口の右側に容器をお く戸棚や棚がおかれた。容器は遊牧的生活条件に適応するように,

丈夫で持運びに便利でなければならない。さまざまな大きさの木桶もその一つである。

持運びに好都合なように尾毛でつ くられた弧状の縄がつけられている。 こうした小桶

は主 として搾乳用である。乳用の容器を他の目的に使 うことは,古 来の伝統によって

禁ぜ られている。水の容器としては,断 面が楕円形の背の高い木桶が用いられる。側

面に木製の耳がつけられ,そ の穴に縄が通される。この縄を利用して,桶 を鞍に結び

つけたり,背 にかついだりした。このほかの木器 として,い ろいろな大きさの槽,煮

た肉のための木皿,茶 釜,上 端を切った円錐状の形を し,数 カ所に金属製のたがのか

かっている容器(∂one60)が ある。釜で沸かされた茶はこの容器にうつされる。 飲用
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　　　　図3ハ ル ハ の 木 製 容 器

a一桶　b一バケツ　 c一凝乳乾燥用の木枠　d一 乳桶

e一茶の容器　f・一一木臼

の煉瓦茶は細か く切 られるか,あ るいは木臼(〃)で つぶされる。 木臼は丸太から切

りとられる。釜の下敷きも木でつ くられる。

　茶を飲むのに使われる木椀の内側には,と きには銀の薄板が張 られることもある。

　バターの保存には動物の胃袋と太い腸が利用される。この種の 「容器」はきわめて

古 く,アジアだけでなくて,他 の諸国の多 くの民族にみられるものである。穀物や穀粉

の貯蔵には仔牛,仔羊,あ るいは仔馬からまるごと剥ぎとった皮袋が用いられる。 クム

　　　 図4デ ル ベ トの 木 製 容 器

a一木臼　 b一水桶　c一乳桶　d-一一〇〇e一 石製の穀擦器
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図5　 タ ガ ン と 鍋

茶椀 など,ロ シアや中国製の容器 もみ られる。オイラ トの農耕民に は,妙 った穀物を

つぶすた めの石臼がみ られ る。 こう した石臼は現地 の職人の手 でつ くられる。

　 各戸の必需品 として鋳物の トゴMO20(球 状 の釜)が ある。 それはタガ ンTaraH,

また は近年鉄製ス トーブの出現 とともにス トーブのまるい穴にか けられる。 こう した

釜で 肉を煮,茶 を沸か し,長 い柄 のついたひ しゃくで容器(∂OM60)に 汲 み入れ られ

る。釜 はふつ う,ヤ クの毛でつ くった箒できれ いにす る。

　 鉄製ス トーブのないところでは,炉 の上に タガ ンTaraH(myzaa2)を お く。 これは

鉄のたがを釘 で固定 した3～4本 の鉄製脚 か らな っている。脚 の下端 は,安 定のため

にい くらか外側 に曲げ られ,上 端は,釜 をお くの に便利 なよ うに内側 に曲げ られてい

る。オ ィラ トで は,鉄 製 タガ ンの代わ りに,場 所 によ っては,高 さ30～40cmほ ど

の半円形 の粘土壁(雛 め がみ られた。 この円周 はまるまる閉 ざされて はいなか った。

タガ ンの内側 に鉄 のはさみを 利用 して アル ガ ンap2az(乾 燥 した牛馬 の糞)を おい

た。 ふつ うアル ガルを入れた籠は食器 棚と炉 の間におかれるが,と きにはアルガル は

炉の前 の床上 にそのま ま積 まれる こと もあった。

　 アルガルが好 まれてい るのは,多 くの地域で薪がないためだ けでな く,ア ルガルの

煙がそれほど目鼻を刺戟 しないか らで もある。 アルガルは炉 の中で タガ ン内側 の内周

に沿 って配 置され る。そ う しない とよ く燃 えない。

　以前,ス トーブがない ときには,ユ ルタの中はいつ も煙で充満 していた。

　す でにのべた ように,入 口の右側(女 性用)に 主婦 の寝台 がお かれる。 しか し,と

きには左側 におかれ ることもある。 しか しそこ(左 側)に は尊敬する来客,ま たは家

族 の年長者が休む。残 りの家族 は,炉 のまわ りの フェル トの敷物の上で くつろ ぐ。

　寝 台(opOκ)は 高 さ30～40　 cmの 分 解で きる枠で,そ の上 に板が敷かれる。寝台 の

イスとい ろい ろな発酵 乳は,ハ ルハ ではフフル 雛 〕ワ,

オ イ ラ トで はアルハ ドσμ α∂ とよばれる背の 高い 皮

の容器に保存 される。 それ はユル タの左半分 におかれ

る。デル ベ トとバイ トで,わ れわれ は,皮 の容器が左

(男性)側 ではな くて,以 前仏像のおかれた入 口正面

の小机の前におかれている例 に出会 った。 これ は西部

ブ リヤ トと類似 している。彼 らはフール ンガを入れた

容器を,住 居の北側の柱の そば,上 座においた。

　 モ ンゴルの生活 では,以 上の ほか に,金 属製 のバケ

ッ,ひ しゃく,釜,た らい,や かん,と きには陶器の

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 い
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正面 はつね に色が塗 られ,幾 何学文様が描かれている。文様の中で しば しばみ られる

のはオル ジー θ■b3ati(幸 せ の糸)の 絵で ある。

　寝 台にはフェル トの敷物 がおかれ る。枕は,毛 をつめて布地 また はフェル トで包 ん

だ ものである。枕 の壁側の端末 はまる く,そ の反対側の端末 は四角形(こ れ は枕の中

に入れた板 によ って形づ くられる)に なってい る。四角形の端末 は綿 ビロー ドまたは

その他の布地 で縫 われている。布地には金属製の飾板が とりつけ られる。われわれ は

中国か ら移 って きた ウズムチンの間で,飾 板 の代 わ りに,龍 の描かれた大 きな金属板

のつ いて いるのを見た。 これは中国の影響と思われた。

　 ア ラ トは,毛 皮の代わ りに,し ば しば 自分 の上衣 を上 にか ける。今では,都 市 その

他 の定住地 のユル タで は鉄製寝台,工 場製の毛布,覆 いなどが広 まっている。

　 ユルタの炉 のまわ りの床には,ラ クダの毛糸で縫い 目をつ けた フェル トが敷かれる。

これ はシルデ ク 〃ap∂3κ とよばれる。 それの二 つ折 りに した縁 は,つ ねに炉の方に

向 けられ る。 シルデクの上 に,し ば しば動物 の毛皮が敷 かれ る。 寝台上の フェル ト敷

物 には縫い 目がつ けられず,イ シゲacuesま た はUluueθ[ふ つ うのフ ェル ト]と よ

ばれ る。

　 寝 台の前 の床の上 に,し ば しば主人(父(scees))が 坐 る。 この側[右 コの彼 のそ

ばでは,主 婦 が家事 にたず さわ って いる。彼女は食物 をつ くった り,ユ ル タの他 の住

人 と話 した りす るが,ふ つ う自分 の右足を ひき,左 足の膝によ りかかって坐 る。女性

が男性のよ うにあ ぐらをか くことは,つ つ しみがない と考 え られている。 ユル タの主

人以外の男性 は,左 側 に くつ ろぐ。 ここで彼 らはあ ぐらをかいた り,左 足 を引きつ け

右足をたてて体を支えた りしてい る。

　 ユル タの まわ りには家畜用 の囲 い,仔 牛をつ な ぐた めの縄のついた杭,乗 用 馬をつ

な ぐ柱 がある。東部お よび中央部 の各地で は二 輪車 がおかれてい る。すでにのべたよ

うに,西 部 モ ンゴル は移動の とき二輪車 を利用 していない。

　 むか しは,リ ュブ リュキやプ ラノ ・カル ピニの記述に見 えるよ うに,モ ンゴルのユ

ル タは車上にたて られ,分 解 しないで移動 した。 こうした古 い伝統 の名残 りが共和国

の東部で まれにみ られる。す なわ ち,ユ ルタの円錐形部分を形成す る棒が分解 されず,

天 井まる窓 に固定 されたまま二輪車 に積 まれた り,ラ クダで運ばれた りしている。

　 フェル トのユル タがモ ンゴルの民族的建築 の特徴 をな し,ラ マ寺 院にのみみ られ る

ユル タ型建 物の原形で あった ことを指摘す る入がある。 この問題 についての資料 は19

26-1930年 コ ン ドラチエ フM.H.　 KoHApaTbeBotiに よ って集 め られた。われわれの調

査班のルー トでは,ラ マ寺院の崩壊 に ともない,ユ ル タ状 の建物 はほとん どなか った。
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ただ,ウ ブルハ ンガイ　 アイマクのル ン・ソモン,ケ ンテイ　 アイマクのケンテイ

ソモンで観察されただけである。

　東部地域で出会 ったブリヤ トとハムニガンの間では,冬 期はモンゴルのフェル トの

ユルタ,夏 期には木造建物に住んでいる。 この木造建物は夏期の宿営地に残されたり,

冬の宿営地に移されたりしている。

　夏の住居は2斜 面の屋根のある方形の板の建物で,屋 根の中央に煙突を出すための

穴があけられている。この穴が唯一の明りとりの役割を果 している。建物の扉はユル

タと同様に南向きになっている。またモンゴルのユルタと同じように,東 側(右)は

女性,西 側(左)は 男性の部分とされている。夏期および冬期の住居における家財道

具の配置はモンゴルのユルタの場合と同じである。ブ リヤ トの住居の特徴として,ロ

シア風のパンを焼いたり,さ まざまな焼菓子をつ くるための粘土かまどがあげられる。

ブリヤトは革命前 ロシアから移住し,ロ シア人の影響によって身につけた生活慣習を

保持 しているのである。彼 らはパンを焼き,乾 草を用意し,乳 を加工するための分離

器をもち,ま たしばしばロシア風の衣服を着,革 命前ザバイカル地方のブリヤ トに広

まっていたタイプの木造建築を保存し,そ して同時にモンゴル式のフェル トのユルタ

にも住んでいる。

　革命後,モ ンゴルの遊牧用ユルタはいくつかの変化をこうむった。とくに内部の状

態がそうである。以前は煙る炉が暖かさと照明の主要な源泉であり,鉄 製のス トーブ

はごくまれで,富 裕な人々の持物であったが,今 ではス トーブのないユルタはまれで

ある。ときにはス トーブとともにタガンもみられるが,し かしこれは多 くの場合,同

時に数種類の食物を用意する必要に基づくものである。

　都市やアイマク,ソ モンの中心地では,ユ ルタの中に移動できる木製床をつ くり,

そこにじゅうたんを壁にかけたり敷いたりしている。また低い木製寝台の代わ りに鉄

製寝台をおき,工 場製の毛布でそれをおおっている。都市のユルタではしばしば電灯

とラジオがついている。

　農村では,.遊牧的生活のもとで最も現地の条件にあうのはユルタであるが,都 市や

アイマク,ソ モンの中心地では,部 屋数の多い木造住宅が普及 している。

　学校,集 会場は原則として新しい建物におさまっている。家を建てるにば丸太を垂

直に立て,壁 は外側か ら木ずりを格子状にうちつけ,そ の上か ら藁のまじった粘土を

塗りこむ。新 しい建物の内側は,主 として中国人から借用した古い様式と著 しく異な

っている。 以前はガラスの代わ りに紙が窓に張 られ,部 屋の中では板床(κακππκ)

が広い場所を占めていたが,今 ではいたるところガラスの窓で,テ ーブルや椅子がお
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かれて いる。公共施設 では,テ ーブル には しば しば ラシャ地 がかけ られ,壁 に は壁紙

が張 られている。 ときにはペンキまた は石灰で塗 られている こともある。壁に は指導

者の チ ョイバルサ ンやスーへ ・バー トル,あ るい はモ ンゴル人 革 命 党 の 中央 委員の

肖像 がかか ってい る。 レーニ ンやその他 ソ連 の指導者た ちの 肖像 も と きど きみ られ

る。

　家 々には電話,ラ ジオが現われ,電 灯 もつ きは じめて いる。

　衣 服

　モ ンゴル人の衣服 は革命以後本質的 に変化 した けれ ども,し か し基本 においては民

族的特徴を残 している。西部の アイマクの農村住民であ るオイ ラ トは,ま だ古い型式

の民族服を用いているが,東 部の アイマクのハルハ ・モ ンゴルで は大 きな変化が見 ら

れる。 と くに女性の衣服 と髪形 がそうである。1940-1942年 代 には,革 命前の独特 の

ハルハ女性 の衣服 および,こ れに ともな う 「翼のよ うな」髪形 をときお り見る ことが

できるが,今 で は全 く消滅 して しまってい る。

　 この女性 の上着 はハ ラー ト(mopz3e)[長 い上着]と この上 に着 る 袖な し(y∂mett)

か らな りた っていた。 このハ ラー トの袖 は特徴が ある。形は肩の位置に高 いふ くらみ

をつ け,袖 口には漏 斗状 のカフスをつけた大変長い袖であ る4)。 また袖の中間部分 に

は身頃 とは異な る別の色柄 の布(綿,ビ ロー ド,金 欄,絹)を 用いている。その他,

色 糸刺繍を施 した幅のせまい飾 り布を用いていた。 この飾 り布を低めのスタン ドカラ

ー
,左 前端(右 身頃に左身頃を重ね合せ,脇 の下 に2個 のボタ ンをかける),裾(左

脇下部分 にス リッ トを入れている),さ らに ウェス トの位置 にギ ャザーを とり,こ の

部分に もこの飾 り布 をつ け,華 やかさをそえてい る。ハ ラー トは袷仕立てであ る。布

地 は以 前,富 裕な女性 は絹,貧 民はダ レムバnaneM6a,ツ エ ムバuyeM6aな ど中国

製木綿が用い られた。

　 着丈の長い袖 な し(.y∂nvu)は チ ョッキ(解 ∂sc)に ス カー ト(.y∂scaaκ 　xop〃oc)(背

中心 はウェス トの位置までス リッ トがあいている)を 縫 いつ けている。袖な しは前開

きで,数 個 のボタ ンをか けている。 チ ョッキの前 身頃の ウェス トの位置 に,四 角形 の

飾 り板 がつけ られ,両 側面 にはハ ンカチを結 びつけるた めの紐のついた飾板 〃硯〃年

κ5漉6〃 泌 がついてい る。

4)モ ンゴルのハラー トの長い裾と長い袖は,民 衆生活では調法に利用されることもあった。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　アルガリ
「長い裾を捲り上げては肉や牛糞を持ち運ぶ風呂敷の代用となし,腕よりも遙かに長い折返 し袖

は食器を拭 く布巾にも,顔 を洗うときの手拭の代りにもなるのである」[江上編1941:288】 。

長い袖が手袋の代用になることは勿論である。
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　 長い ウジン∂ππの代わ りに,と きにはチ ョッキだけの短 い袖な しを 着 る こともあ

る。

　 むか しは,モ ンゴルの既婚女性は帯 を締 めなか った。モ ンゴル語 には,女 性を表現

す る言 葉にブスグィ6ア67彦[帯 を締 めない人]5),男 性 を表わす言葉に ブステイ6yc・

msdi[帯 を締 めた人コ(67Cは 帯)が ある。 今で はモ ンゴルの女性 はみんな帯を 締 め

て いる。

　 これ に関連 して,モ ンゴル の諸民族 の間 に帯 と帽子にたい して特別の関係があ った

ことを指摘 してお こう。例えば 「モ ンゴル秘史』の中に,メ ルキ ト族が テムジンを殺

そうと して,そ の宿営地 を襲 った とき,テ ムジ ンはブルハ ン ・ハル ドゥンの山にか く

れた。危険が去 った後,テ ムジ ンは,ブ ルハ ン ・ハル ドゥンが彼 を救 って くれた こと

にたいす る感謝 の しる しに,犠 牲を献げた。そこで は,シ ャマ ンのケク ・チュウがテ

ムジ ンにたい し,彼 の兄弟ハ サルの側 か ら加 え られ るか も知れない危険を警告 した と

き,チ ンギス はハサルか ら自由を剥奪する意味で,帽 子 と帯をはぎと ったことにな っ

て いる。

　 モンゴル は義兄弟(α κ∂の の契 りを結ぶ とき,互 いに帯を交換 した。 ブ リヤ トで は,

帯 を締 めた シャマンはザヤ ン3σ πκ(霊)を 招 くことができない とされ た。

　 髪形 につて言 えば,モ ンゴルの女性 は誰で も,結 婚後髪を2本 に編 み,こ れを細長

い袋(ビ ロー ドまたは綿 ビロー ドが多か った)に 入れた。髪形の上に装飾 と して銀 ま

たは他の金属製 の飾 りをつ けた。多 くの探検家た ちがモ ンゴル女性 の衣服,髪 形 につ

いて書 いたものによる と,こ れ らはモ ンゴル諸部族を区別する特徴 であると考えてい

るが,し か し女 性の衣服,髪 形,か ぶ りものをよ く分析 してみ ると,変 るのは二義的

な部分や装飾のデ ィテール,髪 の編み方その他だ けで,基 本的要素は同 じで あるとわ

れわれ は考え る。 これについては後にふれよ う。

　 ハルハ ・モ ンゴルの女性 の ことに帰 ろう。彼女 たちの古 い髪形 は,こ めかみの髪を
にかわ

膠づけする方法によって,と くに堂々とした風格を示 している。

　 結髪方法は,額 の中心で左右に分ける。こめかみの両側面から翼のように折 り曲げ,
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　にかわ

先端は三つ組に編む。翼の部分は平にして膠で固める。膠の乾 くまで竹製の板をあて

て行動 し,膠 が乾燥すると,竹 製の板を銀か金属製のものに取 りかえる。三つ編みの

部分は,袋 に収める。さらに銀または金属製の冠をかぶ った。冠は,宝 石で飾 られ,

また頬の方に様々な 垂飾りのついた鎖が下げられた。 東部ハルハの冠と西部ハルハ

　5)江 上波夫は内モンゴルの調査記録において同じことを指摘している。「婦人の衣服も男子の　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 オコジ

　 それと大差ないが,既 婚の女は時に上衣の上にチョッキのような短衣を着て,帯 を締めないこ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 プセコクイコフン

　 とがある。従って"帯 無き人"と 謂へば人妻の意である」[江上編 　1941:288]。
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(ウ リヤスタイ)の それの異 なる点は,前 者 において後頭部に薄板 のないことであ る。

冠の上 に,先 端の尖 った帽子(Maaeaa)を か ぶ った。 この帽子 に ビロー ドまた は綿 ビ

ロー ドの折 り返 しがつけ られ,ま た後方 に リボ ン(∂3aaea)に つ いていた。

　富裕な女性(領 主の妻たち)の 頭飾は,以 前,銀 数千両分に相 当 した。

　ハルハの女性が,以 上 のべ たような髪形 や衣服 を身 につ けるのは結婚後であ る。髪

形 と衣服 は相互 に関連 して いる。女性がなにかの理 由で1本 の編(弁)髪 に結 った と

きには,未 婚女性のハ ラー トを着 なければな らなか った4。

　現在で は,ハ ルハの女性 は 「翼形」の髪形 の代わ りに,1本 または2本 の編髪 に結

った り,短 く断髪 した りしている。都会の女性 は,ソ 連 と同 じように,さ まざまな現

代風の髪形 に して いる。かぶ りものと して は,今 で はネ ッカチーフが用い られ ている。

また フェル トや柔毛製のベ レー帽,フ ェル トの男子 帽,男 子用の庇つ き帽子 も女性 の

間 に広ま って いる。祝 日には,流 行の先端をい くヨー ロッパ風の帽子をかぶる女性 も

み られる。

　今 では,ハ ルハの女性 はす べて,未 婚女性 用ハ ラー ト(男 物 も同 じ)を 着て,幅 広

の帯 またはバ ン ドを締めてい る。

　 モンゴルの娘 たちの衣服の裁断法はつね に男子 のもの と同 じであ った。彼女 た ちは

三つ組を1本 編 み,そ の髪の中に絹 の房や飾板な どを編み こんだ。

　ハルハ ・モ ンゴルの伝 統的な男子服の 上衣はハ ラー ト(∂enb)で,右 側でボタ ンを

かけた。袖は別 袖をつけず,身 頃を続 けて裁 った。ハ ラー トには色無地の幅広 の帯を

締 めたが,こ れは ときには,長 さ7～8mに 達 し,お しゃれの対象 とな った。 ハ ラ

ー トはたいへ ん長 くつ くられ
,帯 の上 の前後 にふ くらみHanyCKを つ けた。 これはふ

ところの中にいろいろな品物を入れるためで,右 手をつ っこんで その品物を容 易にと

り出す ことがで きる。袖は以 前たいへん長 く,肘 の ところでひだ に集め られ,袖 口に

は綿 ビロー ドまたは ビロー ドの折返 し(型4gα2の が縫いつ けられた。 今では 折 返 し

はもはやつ けられず,袖 全体が短 くつ くられて いる。袖や襟,左 裾の縁 には,色 糸刺

繍で飾 った幅のせ まい布をつ けた。夏用 のハ ラー トには布地 の裏 をつ け,冬 用 のハ ラ

ー トには
,仔 羊の毛皮が用い られた。冬用 の衣服 は,よ く加工 された羊の皮で 縫われ

た。

　男子 は帯に,紐 また は鎖 につけたナイフと発火用具 などを下 げた。 これ は鉄片,燧

石,ほ くちのセ ッ トと,鞘 にお さめたナイフと骨製箸のセ ッ トか らな っている。箸 は

4.モ ンゴル革命の前,ウ ルガの娼婦たちは既婚女性の衣服を着る可能性を得ようとして,仮 空

　 の結婚式をあげた。このためにラマがよばれ,友 人,知 人たちの臨席のもとに,結 婚式のとき

　 に必要とされる祈薦をあげ,仏 に供物を献げた。
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図6　 男子用のナイフと発火用具

肉の小切れ,米 な どを食べ るとき用い

る。また帯 には煙管 とタバ コがさ しこ

まれる。以前 は嗅 ぎタバ コ入れ の袋 も

帯 につけていた。嗅 ぎタバ コは人 に出

会 った り,挨 拶を交 した りする ときに

すす めた ものである。

　雨の 日,男 子 は雨外被を着 た。 これ

は必ず赤い ラシャ地 でつ くり,前 後 と

もウ ェス トの位置か ら裾 まで切れてい

る。襟,裾,袖 の縁は黄 いろい紐で縁

どりされて いる。 頭 には頭 巾(κ)6aκ)

を かぶる。

　下着 は男性 も女性 も同 じで ある。そ

れは短 い シャツとズ ボンか らなる。 シ

ャッはま っ直 な布地でつ くる。 まず横

に折 り,両 側 に袖がつ け られる。袖は

手首の ところで狭 くなってお り,両 脇

にはま ちが入れ られた り,切 れ 目が入れ られた りす る。 シャッには低い襟がつ き,襟

もとと右脇 ボタ ンで止めている。襟 と袖の縁 には色の布地で ふちど りをす ることもあ

る。 シャッはズボ ンの上に着る。

　ズ ボンは,長 い方の糸 に沿 って織 られた2枚 の布地でつ くる(一 方 の端 はわずか に

斜 めにな っている)。 股の間に,横 に折 った まっす ぐな布地 をさ しこみ,上 端 には紐

通 しのた めに幅広い布 が縫いつ けてある。現在,モ ンゴル人 は商店 で ロシア風 の下着

を購入 している。

　履物 は,つ ま先が上方 に曲 っている長靴(ayMY4　 bt)で あ る。 共和国の 東部地域 に

住むバルガ ・ブ リヤ トおよび ウズムチンの場合 は,つ ま先が とが っていない。靴底 は

数段 に縫い合わ された フェル トと,そ の下皮か らな っている。前革 と踵 の上 の部分 は,

染色 した皮で アプ リケを して飾 ってい ることが多い。アプ リケを作 るに はふつ う,文

様を刻み こんだ板(xθ6)を つ か ってい る。 板にぬ らした皮 をあて,ナ イフの 刃の裏

側で,図 文 の切込み に合わせて皮 をたた くのである。皮 が乾いた後,突 出 した図文 の

線に沿 って細 い錐 で穴をあけ,こ の穴 によって アプ リケを靴 に縫いつ ける。

　今 では ウランバ ー トルに ロシア式 の長靴 と女性用の靴の工場 があ り,フ ェル トの靴
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も協同組合でつ くられて いる。

　長靴は,フ ェル トの長靴下 の上 か らは く。長靴下 の上端 は色のついた布地で飾 られ,

長 靴の胴の上に出るよ うにな っている。 上端 の色つ き布 地 は しば しば タ ンブ ラ刺繍

(ク サ リ刺繍)で 飾 られ ている。型紙 を使用 してタ ンブラ刺繍をす る。 まず型紙を布

地 に縫 いつ け,布 地の裏側 に糊 を塗 り,そ れか ら型紙 に したが って刺繍 をす る。

　 ハルハ ・モ ンゴル男子 の帽子 は,フ ェル トのつばつきの もの と庇つ きの もの とが あ

る。 冬期 にはマルガイMa42adiと い う帽子 をかぶるが,そ の断 ち方 は頭 巾に似て い

る。帽子 は羊,キ ッネ,そ の他の毛皮で縫われ,上 か らラシ ャその他 の材料で おおわ

れ る。

　 男子 は今 では整髪 した り,剃 った りしている。以前,ラ マにな らない男子(κα、ρκγκ)

は,頭 の前半分だ けを剃 り,後 頭部 を弁髪 に した[ラ マは男女 とも頭を全部丸 めてい

た]。

　 子 どもの衣服 は,夏 期 は袷 の小 ハ ラー ト,冬 は毛皮の シューバを用いる。小ハ ラー

トとシューバ には帯を締める。小 さな子 どもは,衣 服 や 帯 に 護 符 をつけていた。護

符には衣服の肩や背 に縫いつ ける小鈴,赤 や黄の ビーズ玉,貨 幣などがある。一部の
　 　

護符 はずい分起源 が古 く,ト ーテ ミズムの残津 と結びついている と思 われ る。われわ

れ はこの種の護符 を,1948年 アルハ ンガイ　 アイマクで見た。例えば,ル ン　 ソモン

出身の3歳 の少女 は帯 に護符 をつ けていたが,そ の中には魚の脊椎,中 国古銭3個,

ま るい小鈴,6yzyの 歯 とひず めおよびニ ンニ クの球根入 りの皮袋が入 っていた。 小

ハ ラー トの 肩には赤 い ビー ズ玉の 糸のついた 二 つの テ グme2が 縫 いつ けられ て い

た。 テグは赤 と青の布 で縫われた小 さな三角形の枕状 の もので,こ れを鎖のよ うに連

ねて用 いた。ハルハ ・モ ンゴルの説明に よれば,テ グは魚の鱗を示す とい う。 ブグー

6yayが かつて神聖な動物であ り,魚 はハルハ ・モンゴルおよびオイ ラ トが一 度 も 食

用 としなかつた ことを考慮に入れる と,こ の子 どもの護符 と昔 の トーテ ミズム との関

連を推定す る こと も可能で あろう。キツネの形 をフェル トか ら切 り抜いて子 どもの揺

藍に結びつける ことも,こ うした護符 の一つで ある5。 キ ツネやテグの形の同様な護

符を,わ れわれ は東部 モ ンゴルで も,西 部 モ ンゴルの ミンガ トMHHraTで も 見か け

た。

　 ハルハ ・モンゴルの狩猟服 はふつ うの ものと変 らない。ただ しタルバ ガ ン(ス ル カ

5.家 族が子どもが死ぬと,生 き残 った子どもにつぎのような仕度をさせた。すなわち,娘 の場

　 合には婦人服をつ くり,頭 頂を二つの編髪にした。そして衣服のホックは反対側,つ まり右手

　 の下ではなく,左 手の下につけた。男の子の場合にも,上 っ張りの襟をふつうとは反対にして

　 着た。
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cyPKa)猟 の ときだ けは例外である。 この場合 には,す で にのべた ように,ハ ラー ト

とズ ボンは白い皮 のものでなければな らない。 このために,と きには羊皮 の外套 を,

毛 皮裏を表 に くつ がえ し,頭 には白い フェル トまたは毛皮 の帽子を かぶる。 この帽子

には必ず,長 くたれ下が る耳がついている。ハルハ ・モ ンゴル の観念 によれば,こ う

した衣服はオオカ ミまた はキ ツネを表 わ してい るはずである。

　狩猟服の帯 には角でつ くった火薬 入れ(xem),6」 ノayの 角 でつ くった 火薬をはかる

もの(解 濯〃κ)お よび弾丸 を入れ る 皮袋(ακ卿 αめ が結びつ けられ た。 タルバガ ン

猟 にだ け特別 の狩猟用服を着 るの は,こ の動物 に関連する古 い伝統,お そ らくは トー

テム的性格 の伝統 と関連が あると考 え られ る。例えば,バ ルガの多 くのモ ンゴル人は

タルバガ ン猟 をせず,こ れをあえて殺 した猟師を非難 した ことが知 られている。 ハル

ハ ・モ ンゴルの場合 は,こ の動物にね らいをつ けた猟師は,は じめ許 しを こう言 葉を

つぶや き,そ れか ら銃の 引金を引いた6。

　西部モ ンゴル(オ イラ ト)の 衣服 を特徴づ けるために,デ ル ベ トの衣服について く

わ しくのべよ う。 というの は,彼 らの衣服 と頭飾は,若 干 の細 かい特徴をのぞけば,

他 のオイ ラ トの衣服 に近 いか らである。

　冬期,デ ルベ トの男子 は,羊 皮 の外套 を着 る。 これはデ ウェル ∂eBewbと よばれる。

襟,前 裾の縁 は色 の布地,多 くの場合黒色 の布地が縫いつけ られる。縁飾 りのない こ

とは稀である。袖は縫 いつ け られない[別 袖でない]。 袖丈 は手 よ りも約20cm長 い。

襟の高 さは5～10cm。 外 套は襟 もと,右 肩,腋 下に5～7個 のボタ ンで とめ られ る。

外套 は,こ れに帯 を しめたとき,帯 の上がゆ った りと して,懐 に多 くの品物を入れ ら

れるよ うに縫 う。

　毛皮の外套を布地 でおお った もの は,ウ スYCb,ま た は ウチyvと よばれ る。

　 ズボ ンは雌羊の毛皮でつ くり,毛 皮裏を裸の体 にあて るように着る。一部のデルベ

トは毛皮外套の下 に,裏 側 に毛皮 をつけた短 い 上衣 を 着ている。 これ は チェズ メク

ve∂3〃8κ とよばれる。

　夏期,男 た ちは袷 仕立 てのハ ラー ト(yzaBatae)を 着 る。 この裁断法は毛皮外套 の場

6.G.ポ ターニンは,・タルバガンに関するつぎのような興味深い伝説を採録している。 モンゴ

　 ルの部族の住地に,彼 らと親近関係にある戦闘的な部族が住んでいた。いかなる動物も彼 らか

　 ら逃れることができなかった。そこで動物たちは神に訴えた。そこで神はッバメに命 じて,そ

　 の部族の族長と試合をさせることにした。族長は1発 の矢で飛んでいるッバメを射ち落さねば

　 ならなかった。もしこれに失敗すれば,そ の部族の猟師たちはまず親指を切断し,地 下へ立ち

　去 らねばならなかった。族長の矢はツバメの尾に命中し,ツ バメはこれによって2羽 に分かれ

　 たが,地 上に落ちることはなかった。族長は自分の失敗を知り,親 指を切断して地下に移り,

　 タルバガンに変身 した。彼の部族の人々も彼に従った」(G.ポ ターニンr西 北モンゴル誌』)。

　 類似した伝説はアヌーチンV.Anuchinも 採録 している。
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合 と同 じで ある。ハ ラー トの下 にダ レムバ(中 国製 の木綿)で つ くった シャッ(κπか

沼aκe)と ズ ボ ンを着 る。

　女性 は冬期,裸 皮[外 側のおおいのない]の 雌羊皮の外套 ∂eBe2bお よ び外側 にお

おいのあるウスツCb(yv)を 着 る。 その裁断法 は男性 の ものとは著 しく異な っている。

　 女性 の夏期用の 衣服 テル リグ 〃zep2aeは 袷 仕立てである。 ウェス トよ り少 し上の

部分 に,ひ だをとった広いスカー トを縫いつ けている。袖 は広 く長い。袖 口には折返

し((HyOPY〃)と いい,掌 側が舌状 に長 くな っている)が ついている。 ボタンは右 身

頃につ けられている。 あきは,前 中心 の襟 もとか らは じま り,真 直 ぐに胸の中央に至

り,そ こか ら,右 袖付の下端または少 し上部 にきて,さ らに脇線 にそ って裾 まであけ

る。縁 はウェス トまで,錦 または色 つきの布地でふ ちど られ,裾 も同様 に広い縁飾 り

がつ け られている。 襟には白い肩 かけ(vazaH　 O　gaxo)が 縫 いつ け られている。 胸の

飾 りはチムキヤル 鵜 溺泌 πρ とよばれる。冬用の毛皮外套 も同 じ裁断法で ある。

　 すべての女性 は シューバ とテル リグの上に,袖 な しツェゲデ ク(veee∂eκ)を 着 る。

ッェゲデ クはチ ョッキにひだつ きのスカー トが縫 いつ けられている。 スカー トの背中

心 は,ウ ェス トまでス リッ トがあ けてある。下 に着てい るテル リクの胸 の刺繍が見え

るよ うに,ッ ェゲデ クの前 明きはひらいて着用 してい る。 ツェゲデクの胸 の部分 は,

テ ル リク と同様 に,錦 や多彩色 の刺繍を した布をつけて いる。

　 髪 は左右 に分けて とか し,三 つ編み髪 に結 う。 その両端 末には 銀 の飾板(Myxyκ,

myayκ)が1個 ずつ結 びつ け られ る。

　 三つ編み髪をゼ ロー一…ドまたは布製 の細長い袋に収 めるで一こ一の袋に飾板 を縫いつ一ける。

この髪袋 はウスニ ・ゲル .ycκU　2ePb(文 字 通 りには髪の住 居の意)と よばれ る。三つ

編 み髪 は胸 にお ろされ,そ の端末 はワンピースの脇に結 びつ け られ る7。

　 少女 たちは冬期,大 部分,縁 ど りで飾 られた雌羊皮の シューバ[毛 皮 外套コを着

る。夏 には軽 いハ ラー ト(xyaga)を 着 る。デルベ トの少女た ちの衣服 は,袖 口の折 り

返 しをつけない点をのぞ けば,男 性用の裁断法 と同 じである。娘た ちは,既 婚女性 と

はちが って,男 性 と同 じよ うに帯 を結ぶ。髪 は1本 だけ三 つ編 み髪 に してた らす。肌

につける シャツの形 は,男 性 も既婚女性 も,ま た娘たち も皆 同 じで ある。それ は襟が

小 さく,右 脇 の上部を ホ ックで とめる。 また 同 じように,み んなが同 じ裁 断の兜形の

帽子(iu∂aκZお よびOyya2a,の 脚 κの をかぶ る。 このほかに,中 国風 のまるい帽子

7・デルベ トの俗信によれば,ユ ルタの中に入ってきた男性が,髪 を硫いたり洗 ったりしている

　 のを見たときには,右 手で自分の頭の半分にさわらねばならない。これは彼の希望がかなうこ

　 とのしるしである。そして彼は,そ の女性が頭髪の残りの半分を杭き終るまで,そ こから出て

　 はならないことになっている。
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(mopopoz>お よび ロシア風 のフェル ト帽 もかぶ る。 冬 の帽子 はキ ッネや仔羊の毛皮で

つ くる。夏用の ものは布地でつ くられるが,ユ デ ィングの方 は必ず赤い布地で縫われ

る。 赤色 はデル ベ トの部族 の特 色である。 ユデ ィングはロシアのバ シュル イク6a田 一

孤blK[帽 子 の上 にかぶる防寒用の頭 巾]の ようで,縁 を上方 に折 り返 している。 これ

はステ ッチ模様で飾 られている。後方 にはテセ ム[後 姿を ひき立てるための リボ ン]

が結 びつけ られてい る。

　長靴 は,ハ ルハの ものとはちが って,前 革 がな く,後 方 と前方か ら縫 い合わ され る

二部分 か ら裁たれている。 フェル トの靴底の下 に革を縫 いつ け,つ ま先はひど く上方

に曲がってい る。 フェル トの靴下 の上 にこの長靴 をは く。靴下の上端は色糸で刺繍 さ

れ,長 靴の胴の上に見 える。

　既婚女性 も娘た ちも耳飾,指 輪,腕 輪をつ ける。 ワン ピースの脇 にはハ ンカチと長

持の鍵をつ けている。

　男た ちは帯の後側(右 脇近 く)に 鞘をおさめた ナイフと燧石,タ バ コと煙管を結び

つ けている。

　 ここで は,西 部 モ ンゴルの別の代表者で あるオ イラ トの衣服 につ いて,ふ れたい と

思 う。それは,デ ルベ トと似てい るか らであ る。

　われわれの集 めた資料 はモ ンゴルの諸部族,諸 民族 の歴史 にとって,興 味深 いデー

写真12　 ウズムチンの女性たち(右 端はウズムチンの帽子をかぶっ

　　　 たプリヤ ト女性)
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写真13ハ ルハの女性たち(都 会の住民)

タを提供 している。多 くの探検家 たち

(プル ジュワル スキー,ポ ターニ ン,

コズ ロフその他)は,モ ンゴルの衣服,

と りわけ女性 の衣服 は個 々の部族 を区

別 する特徴 とな ってい ることを指摘 し

ている。 しか し彼 らは一般 的な記述 を

す るに とどま り,衣 服 と髪形の諸要素

に充分 な注意 をは らわなか った。 この

問題を くわ しく検討 してみ よう。一 見,

諸 部族 や諸 民族 によって異な るとみ ら

れ る女性 のかぶ りものについて見てみ

よう。それは髪形 と装飾の コンビネー

シ ョンか らな っている。ハルハ ・モ ン

ゴル,ミ ンガ トおよびダ リガ ングの女

性で は,こ めかみの位 置よ り翼状に広

写真14む かしのハルハ女性の衣服

図7　 元朝の王妃の頭飾
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図8　 モ　ン　ゴ ル の 衣 服

a一古いハルハ婦入服の断ち方　b一 男性用 シャツ

c一男性用の羊皮ズボン　d-一ハルハの既婚婦人の髪形のディテール

e一バルガ ・ブ リヤ トの長靴

げ られた2本 の編 み髪で,そ の上 に,さ まざまな下げ飾 りをつ けた冠をかぶ った。バ

ルガ ・ブ リヤ トの場合 も髪形 は同 じよ うな形で,た だ冠の形 がい くらか ちが っていた。

南部モ ンゴルの ウズムチン,ア バガ,ト ゥメ ト,オ ル ドスその他 の住民の場合に は,

翼 はつ くらず,三 つ編 み髪を2本 に結 い,そ の上に,冠 のかわ りに,サ ンゴや銀,あ

るい は金属製 の小 さな板を とりつけた鉢巻の ような ものを結 んだ。 この鉢巻に,銀 や

金属製の様 々な形の小板や,鎖 にサ ンゴなどを組み合わせ た ものを 吊り下 げた。東部

ブ リヤ ト女性 の場合 には,編 み髪の上 の部分 に,下 げ飾 りを固定す る売 めに特 別の金

属製心棒 をさ しこんだ。一部の女性 は,南 部 モ ンゴルの鉢巻 によ く似た,編 んだ鉢巻

がみ られた。デル ベ ト,バ イ ト,ザ ハ チ ン,ホ シュ ト,ト ルグ トは,端 末 にさまざま
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写真15　 タ ル バ ガ ン 猟 の 狩 人

図9モ ン ゴ ル の 衣 服

a一ハルハの娘の夏服b一 ハルハの雨外被の前面

c-一雨外被の後側　　　d一帽子(ハ ルハ)

e一ハルハの冬用ハラー ト　 f一白い羊皮製の外套(バ イ ト)

g一外套の文様
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図10モ ン ゴ ル の 衣 服

a一デルベ トの女性用ツェゲデク　 b一デルベ トの帽子

c一デルベ トの婦人服　d一 靴下　e一ハルハの長靴

f一 ウズムチンの女性の帽子g-一 ウズムチンの長靴

な形の下げ飾りをつけた装飾された袋に2本 の編み髪をおさめていた。彼女 らは耳に,

耳飾のかわ りに,長 い下げ飾 りをつけた。これは鎖に銀か,金 属製の飾板(持 主の資

力に応 じて)を 組み合わせていた。モンゴルのすべての女性は,ビ ロー ド,あ るいは

黒い布地でつ くった髪袋をつけていた。

　 このように,モ ンゴル女性の古い民族的な髪形では,必 ず2本 の編み(弁)髪 に結

われた。ハルハ,バ ルガ ・ブ リヤ ト,ダ リガングなど一部では,編 み髪の上部が広げ

られた。編み髪の上から冠または鉢巻がつけられ,そ こから多 くの下げ飾 りがこめか

みに下げられた。オイラトと東部ブリヤ トの場合は,わ りあい簡単な髪形をしていた

が,現 在 も伝統的な,こ めかみの下げ飾 りは残 っている。これ らの髪形の上に必ず,

帽子をかぶった。かぶりものと衣服を観察すると,材 料の贅沢度と装飾の程度は西か
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ら東へ の移動につれて,ま た持主の資力に応 じて高 まっている ことが 目についた。

　最 も堂 々とした髪形(例 えばハルハ ・モ ンゴル その他)と 高価 な装飾 は,衣 服の場

合 も同 じで あるが,中 国 と隣接 して いるモ ンゴル人 に多 いとい う事実 が このことを物

語 って いる。

　ハ ルハ ・モンゴルの女性 の 「翼 」状の髪形は,一 部 の伝説で は,モ ンゴル人の始祖

とされ る雄牛 と結びつ けられている。 これに関連 して,女 性のか ぶ りものは,こ の こ

との想起 に役立つ はずだ とい う。 われわれの知 っている歴史的遺物によれば,こ の種

の髪形 がそう古い ものである とは考 え られない。13世 紀 のプラノ ・カル ピニと リュブ

リュキは,タ タール人 が頭上 にポ ッカとよばれるたいへん高い頭飾 をつ けていた との

べて いる。 ポ ッカの内側 には髪 がつ め られていた。 ポ ッカは樹皮 でつ くられ,絹 地で

おおわれ,ク ジャクの羽根 と宝石 によって飾 られて いた。

　 この ことは,中 国資料 にも現 われてい る。それは高 さ3フ ィー トに達す る姑姑帽で

ある。 モ ンゴル ・タタールの領主 の妻た ちは,こ のよ うな帽子をかぶ って いた。
　 　 　 　 　 ド

　元朝の26人の妃の肖像にみられる頭飾もこれに似たものと考えることができる。こ

れは北京の王宮である紫禁城にあったもので,丈 の高い頭飾と豊かなこめかみ飾 りと

が組み合わされている。

　 ビチューリン(イ アキンフ)は 烏桓についてつたえている。 「烏桓はまるいユルタ

に住み,家 畜とともに場所から場所へ移 り,肉 を食べ,ク ムィス[乳 酪]を 飲み,衣

服はさまざまな色の織物からつくった。婦人は結婚のときに至って髪を蓄え,分 けて

讐(た ぶさ)に 結い,句 決[丈 の高い冠帽]を つけ,金 や碧玉をつけて飾 りとした。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 かい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほよう
これはち ょうど,中 国の薗[婦 人の首飾 りの一 種]や 歩揺[婦 人の髪飾 り]の よ うな

ものである。」注の中でイアキ ンフは書いている。『続漢輿服志』 につ ぎのよ うに書 か

れている。諸公 や重 臣は絹の鉢巻をつけた。 これ は王妃の頭飾で あるとい う。 それに

は真珠 の下 げ飾 りがつ け られ,歩 くと揺れた。」

　 イアキ ンフの このデ ータはわれわれにとって,モ ンゴル女性 の髪形 と中国の髪形 お

よび古 代における装飾 との関連を示 してい る点で興味深 い。例 えば,わ れわれ がイス

ブラン ト・イデス(17世 紀)や/xoラ ス(18世 紀)の 報告に見 えるモ ンゴル女性 の髪形

と頭飾の記述や図像は,19世 紀 および20世 紀の オィラ トやブ リヤ トで見 られ るもの と

変 らない。

　 以上の資料は,モ ンゴル女性の髪形はすべての モンゴル部族 や民族 において同 じで

あ り,ち が うのはただ,冠 または冠の代用 とな る鉢巻,こ めかみの下 げ飾 りのつ くり

方 のデ ィテール,そ れに,い くつかの場合 には,例 えばハルハ ・モ ンゴル の場合の よ
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うに,弁 髪の編 み方が ちが うだ けである ことを示 している。

　女性の衣服についてみれば,そ の裁断法 はすべてのモ ンゴル女性 にほぼ共通 してい

る。相違点は,若 干の部分 の名称,形 式のみで ある。例えば,袖 な しは,ハ ルハ ・モ

ンゴル とブ リヤ トでウジノ∂sca,オ イ ラ トで はツェゲデ クqeee∂eκ とよばれ る。 ハ

ルハ ・モ ンゴルの場合,袖 はさまざまな色の布切 れか ら縫 われ,高 いふ くらみがつ け

られて いる。ブ リヤ トの場合 は,ひ だが多 く,袖 つ けが広 い。 オイラ トでは,同 様 に

袖つ けが広いが,し か しひだ はない。オイ ラ トの場合,襟 に白い別袷 をつ けるが,他

のモ ンゴルに はそれがない8。

　 男性の衣服の裁断法 はモ ンゴルのすべての部族,民 族 に共通 してい る。その特徴 は

右側 で とめることであ る。 とい うのは,左 側の襟を右へ合 わせるか らで あるが,こ れ

は リュブ リュキの観察 した チュルク とは異 なってい る。彼 は,チ ュルクが 「その シャ

ッを左側で結 んで いる」 とのべている。 同様な風習はカザ フのキ レイ族 に もみ られ る。

しか しなが ら,チ ュル ク諸族に は,モ ンゴル におけ るよ うな,衣 服 の一様 な裁断法 は

み られない。例 えば,一 部のオルホ ン川流域の石人には,モ ンゴル風の合わせ方が見

られ る[つ ま り,モ ンゴル は一様であるが,チ ュル クの場合 はいろいろち が って い

る]。

　 『唐書』に は,「 突蕨 は髪をば らば らに し,左 を上に して着 る」 と書 かれてい る。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ゴ

　 モ ンゴルの 男子服のデ ィテール は,女 性服の場合 よ りも 変化 が少 ない。 ここで も

ター ミノロジーで は,若 干の 相違 がある。 例 えば,ハ ルハ ・モンゴルの夏服 はデル

∂32b,オ リョ トで はデ ウェル ∂3BSvZb,デ ル ベ トで はラプシグzanUtueと よ ばれる。

これ とちょ,うど同 じように,履 物 は,ハ ルハではグタル 妙溺伽,デ ル ベ トで はグス

ン 宅y夢冠,オ リョ トで はゴソeocoと よばれ る。

　 衣服 と髪形 に関す る以上の資料は,す べてのモ ンゴル部族,民 族 に共通す る基盤の

ある ことを示 している。 モ ンゴル国家 の崩壊 と,1368年(元 朝の滅亡)以 後の長期 に

わたる内紛,さ らには西部 モ ンゴルまたはオイラ ト,南 部モ ンゴルの長期にわ たる分

離 は,そ の文化の一部 の側面,と りわけ物質文化に影響をあたえずにはおかなか った。

この変化 は以上のべた資料 に現われているが,し か しそれ は二次的な特徴に関す る も

のにす ぎなか ったのである。

8.オ イラトの女性の衣服は,ア ルタイおよびバカスのチュルク系住民の女性服に似ている。そ

の類似は裁断だけでなく,そ の名称にもみられる。オイラトは袖な しをツェゲデクというが・

アルタイではチェゲデクとよばれる。キリングとよばれるシャッはアルタイにもオィラトにも

ある。ハルハ ・モンゴル,ブ リヤ トその他のモンゴル諸族では,シ ャツはツァムツとよばれる。
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　飲 食 物

　 モ ンゴルの農村住民の主要 な食物 は乳製 品 と肉で あ り,穀 粉はわ りあい少な い。

　幾世紀 にわた る牧畜 はさまざまな種類の乳製品(opa2aκ 　U∂e)の 開 発を うなが した。

それ は春 と夏の搾乳 ピーク時 に利用 されるだけでな く,搾 乳の行 なわれない冬期のた

めに も,い ろい ろな形で準 備された。冬期における鮮乳の不足は肉および乾燥 乳製品

によ って補われ る。

　 モ ンゴル人は乳(研)を 必ず沸か して飲む。 乳を さまざまな 方法 で発酵 させた り,

蒸 発 させた りして 数種類の チー ズ(6acza2,　 apyrz,33zua,　 xypy〃z),凝 乳 の た ぐい

(mapae,　 aopa2)を つ くる。 飲物で はクム ィス(オ ィ ラ トで はチゲ ンvueekb),ハ ル

ハのグネ　 アイラグ27He　 aopae
,ア ル ヒapxaな ど)が あ る。

　最 も好 まれ,同 時に最 も尊重 されるご馳走 は乳の薄膜 ウルム(YPYMま た はePMe)

で あ る。 これをつ くるには,釜 に鮮乳を入れ,と ろ火 で長時間沸か し
,そ れが冷えた

後,へ ら状の もので上層にできた厚 い膜をていねいにす くいとり,広 い皿 または板 の

上に,多 乳質の外皮の内側に脂質のク リー ム状 の ものが入 るように して,二 つ に折 り

たたんだ もので ある。 この薄膜 はい くらか 乾燥 させ,お 茶 に出 される。 残 りの乳は

わず かにあたた め られ,容 器に うつされ,酵 母(xθ 　Pθu2θ)で 発酵 させ る と,凝 乳

nPocToKBaIIIaの た ぐいである タラグmapazが 得 られる。 これ は夏期 に多量 に食べ

られている。 オイ ラ トの場合 はアイラグadipaeが これに相 当す るが,こ れはアルハ

ト卿 κα〃 とよばれる大 きな皮袋に保存 され る。 この容器 に搾乳時間の ちが う乳 を満

た し,そ れ ヒマルxaMap[水 と牛乳をまぜてあたためた もの]を そそいで発酵 を一ltL一

や める。 乳は一度 な らず特別の 撹梓棒(6pa7P)に よ ってかきまぜ られる。 これによ

って脂肪分 の細片が表面に集 まり,容 易に分離で きるよ うになる。 これを別の容器 に

集 め,や がて加熱す る。 まれに,バ ターはス メタナCMeTaHaま た はス リフキCJIHBKva

[乳 脂]を 手でか きまぜ,泡 だてて得 られ る。 ひ ど く酸 っぱいアイラグを碗に入れて

飲む6ア ル ヒapxaは これか らつ くられる。

　冬期用 に残 されたタ ラグや クムィスのた めの酵母 は,春 に細 か くされ,あ たたかい

乳の中に溶解 される。古 くか らの慣習によると,モ ンゴル人は他人 に酵母をあたえな

い。結婚 した息子 や娘 たちは これを両親 の住居 か らもらうことがで きるが,そ の場合

には酵母 を受取 るかわ りに乳を持参 しなければな らなか った。

　 別の種 類の乳製 品 として は ビス ラグ6ac2a2[味 の うすい チーズのた ぐい]が ある。

これ は大 き嫁四角形 のパ ンの形 を している。 それをつ くるには,煮 た っている鮮乳の

中にタラグまた はア イラグを入れ る。する と乳は急速 に凝結する。凝乳の塊を布製の
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袋に入れ,プ レスす る。 この 目的のために,ふ つ う2枚 の板が用い られる。 よ くプ レ

スされた ビス ラグはたやす く薄片 に切 られ,茶 といっ しょに出 される。 ビスラグは夏

期の食物である。 これは,味 はよいが,数 日 しか保存で きない。 アルルApy2も 同

じくチーズのた ぐいで ある。 この製法 は2通 りである。第一 は,発 酵 した乳を沸 か し

た ときに得 られる凝乳塊で ある。第二 は,発 酵 した乳をアル ヒに蒸溜 した後,底 に残

る凝乳状の沈澱物 である。 よ く分離された凝乳は小さな塊で木の枠 に入れ,日 光で乾

かす。夏期の晴れた 日,モ ンゴルのユルタのそばを通 ると,ユ ル タの円錐形の部分 に

のせて乾燥 されているい くつか の木枠をいつで も見 ることができる。い くつかの場合

には,凝 乳 はプ レスされ,薄 片 に切 って糸を通 し,同 様 に 日に乾 かす。 この場合,そ

れは フル トxypymま た はフル サxypcaと よ ばれ る6)。 アルルとフル トは冬期用に大

量 に貯蔵 され る。

　冬期 のための貯蔵食 として エズギーS32aaが あ る。 これをつ くるには,ビ ス ラグ

の ときと同 じように,沸 か した鮮乳の中にタ ラグまた はアイラグを入れ るが,ビ ス ラ

グの場合 とはちが って,凝 乳の塊 と乳漿(精)CblBOPOTKva(Utap　 yc)と を 分離せず,

完全 に蒸発す るまで沸か しつづける。その結果,赤 みが かった うす味の凝乳塊が得 ら

れる。 これ は長期の保存に堪 えるものである。 オイラ ト(バ イ ト)の 場合,エ ズギー

をつ くるとき,タ ラグの代わ りに,酵 母 と してモ ロジヴ ォMOπ03HBO[分 娩前 および

分 娩直後,乳 腺か ら出る乳に似 た液]が 用 い られ る。

　 家 内的な方法でつ くられ る乳製品 として,煮 沸 したバ ター[シ ャル ・トス](〃 卿

moc)が あ る。 すでにのべた ように,皮 袋(apxam)に そ そがれた塩気 のない 乳を か

きまぜ るとき,表 面 に浮 く脂を別 の容器 に集め,集 ま ったと ころで溶か しなお し,よ

く洗 った羊の胃袋 または太 い腸につめる。バ ターの こうした貯蔵法 は遊牧生活 によ っ

たものであ る。移牧 にあ って は道具がポー タブルで,軽 快,頑 丈 である ことはたいへ

ん重要で ある。上記 のバ ター容器 はこの要求に合致 している。

　 モ ンゴル人民共和 国で は現在,国 営の機械化 されたバ ター工場 があ り,ア ラ トはこ

6)梅棹 忠夫は内モンゴルの発音にしたがって 「ホロー ト」と表記 し,チ ーズの一一ptで あるとの

　 べている[梅棹 　 1955b:233]。 ここでアルルといい,フ ル トとい埜,.い ずれも発酵作用をう

　 けた乳を材料にしていることは,本 論文も梅棹もともに指摘している。梅棹 はウルムについて

　 のべたところで,ウ ルムは,「 しぼった乳をすぐに加熱 して処理する」もので,「 発酵過程が進

　 行していないということである」。 これにたいし,フ ル トは 「出発点から発酵作用をうけて」

　 いる[梅棹1955b:247]。 この点,江 上波夫はやや単純化して記述 している。「乳製品は主に

　 羊 ・山羊の乳を用ひ,之 を大鍋に入れて煮沸 した後,木 桶に移して冷却しながら静かに放置す

　 ると脂肪分は表面に浮んで凝固し,そ の他は下に沈澱する。その上層脂肪分よりなるものが即
　 　 ウ　ル　ム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ホ ロ 　　ト

　 ち郊皮子であり,下 層に沈澱 したものを乾燥させたものが郊餅子である」[江 上編1941:289]。
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れに乳 を提供 してい る。 しか し工場へ納め られ るのは牛乳 だけで,羊 とヤギの乳は家

内で加工 されている。

　 クム ィスおよび ウォ ッカ も乳 か ら家内的方法 でつ くられ る飲物 に属す る。

　 クムィスは,ハ ルハ ・モンゴルでグネ　 アイラグ27κe　 aa2pa2,オ イ ラ トではチゲ

ンva2eHbま た はチゲvueeと よばれるが,夏 期雌馬,ま れに雌 ラクダの乳か らつ く

られ る。 ふつ う,乳 は大 きな皮袋(apxa〃Z)に そ そがれ,ア イ ラグが酵母 と して用い

られ る。良質の クム ィスを得 るには しば しば撹梓す る必要があ る。 とくに最初の1昼

夜がそうで,撹 拝棒 で朝,昼,晩 に少 な くとも1時 間 かきまぜ る。

　 モ ンゴル人 は13世 紀 に この飲物をよ く知 って いた。『モ ンゴル秘史』に示す よ うに,

テ ムジ ンは追手か らのがれて,夜 間,彼 の保護者 であるソルガ ン ・シルのユル タを,

馬 乳をかきまぜ る撹拝棒 の音 によって知 ることがで きた。

　 クム ィスの撹伴 についての この記述 によって,そ の製法 が今 も変 っていない ことを

示 している。

　 クムィスはモ ンゴル人が大切 に し,ま たたいへん好む飲物 である。夏期,大 人 も子

どももこれを飲 み,客 にご馳走 し,ナ ダ ン祭 り κa∂aκ のために大量 に用意す る。 ウ

ルゲル チynbrepqva(語 り手)は クム ィスの酒杯 を手 にして,幸 せ を願 い,傑 出 した

人物や出来事をたたえて歌 を うた う。ユル タの中で主人が クム ィスをご馳走す るとき

には,ク ムィスの最初 の碗は最 も尊敬すべ き人,す なわ ちお客および年長者 にあたえ

られ る。 この場合 エチケ ットとしてジ渡す人 も受取 る人 もつね に両手を使 う。古 くか

らの しきた りとして,モ ンゴル人 はあたえ られた碗 を底 まで飲みほ さないのは失礼 と

されて いる。 どう して も飲めないときには,液 体に 口びるをつ けた後,主 人または別

の人 に碗を渡す。ハルハの場合,ク ム ィスを飲む碗(6V〃z9)を お茶 に使 うことはでき

ない。 モ ンゴルの老人の話 によれば,こ うす ると馬乳が うす くな り,使 い もの にな ら

な くなる とい う。 モ ンゴル人が とくに馬を尊敬す ることを考慮 に入れ ると,馬,と り

わけクム ィスにと もなう風習 は,お そ らくは原始共同体的な関係 に結びつ く古い伝統

の痕跡を とどめていると考 え られ る。 この証拠 と して,著 者がモ ンゴル人 の間で観察

したつ ぎのよ うな風習 がある。すなわ ち,碗 は出席者全員に まわ され,各 人が それを

少 しつつ飲んだのである。 これ は全 出席者が同 じ権利 をもって飲酒に参加 して いるこ

とを示 してい る。 ポタポフJI.　n.　nOTanOBは 南 アル タイ人の間で,ク ムィスでな く

て葡萄酒を まわ し飲みするのを見た ことを報告 している。

　 任意 の発酵乳でつ くられ る乳製 ウォッカ(σρκの も古来 の欺物の一 つであ る。 ポ タ

ポ フが強調 してい るように,牛 の飼育によって乳製 ウォッカの普及が うなが され,モ
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ンゴル人民共和国およびブ リ千 ト自治共和国のブ リヤ ト人に見 られ るように,一 部の

遊牧民 の間で クムィスが排除 され るようにな ったのか も知れない。

　 ハルハ ・モ ンゴルの場合,ア ル ヒαρκμはつぎのようにつ くられる。炉 にか け られ

たまるい釜(mozo)に 発 酵 した乳をそそ ぐ。 釜の上 か ら,先 端を切 断 した 円錐形の背

の高い木器(67pxsp)を かぶせ る。 この容器の中 に,2本 の縄で小 さな木 桶をつ る し,

その縄 は容器 の 外側 に出 して,上 か ら蓋に もなるように,ま るい 小釜(∂aκoaOBva)

を お しつける。 円錐形の木器(6ypxgP)と 上 の小釜(∂aκOyZOBVの の接触す る部分 に

はフェル ト切 れまたはぼろ切れ(opO2b〃z)を つ める。蓋代わ りの容器に冷 い水を そそ

ぐ6下 の釜 を沸 とうさせる と,ア ルコールを含んだ水分 が蒸発 して上の釜 の底 にあた

って冷却 し,中 につ り下げ られた小桶 にた まるのである。

　 西部のモ ンゴル(オ イラ ト)の 場合 には,蒸 溜装置の構造 は,ハ ルハ とは若千異 な

ってい る。 ここでは,ウ ォ ッカは外側 にある壺に集め られる。 この 目的のために二 つ

の方法がある。 第一の方法 ではハルハの場 合 と似 て お り,ち が う点は,ブ ルヘル

6rpxspの 中 にある小桶の代わ りに,木 製 シリンダーの中央 か ら樋(塑 ρ20)が ひ かれ,

そ の一端 は壷に入 り,ブ ル ヘル内にある他 の一端 はシャベル状 にな って いる。上 の釜

(sco■OBva)の 底 で冷却 したアル コ・一一ルの 蒸気 は酒の滴 に化 して シ ャベル上 に 落 ち,

樋 をつた って壺に流れ こむ。

　 まれには,こ の装 置の第二のバ リエー ションがみ られ る。 これは,上 に蓋代用の釜

のついた木製 シ リンダーの代 わ りに,二 つの穴のある木製の半球形の覆いをかぶせ た

もので ある。その穴の一 つにはV字 形の木製管(vopeo)の 一 端がさ しこまれ,別 の一

端 は冷水の 中に人れ られた容器 につなが っている。第二の小 さな穴を通 じて蒸溜の過

程 がわかるようにな っている。乳を沸 とうさせ ると,蒸 気 は管を通 って冷水中 にあ る

壼 その他の容器に入 り,そ こで冷却される。

　 この最後 のアル ヒ製 法はブ リヤ トの ものによ.く似て いる。 アル ヒはあたためて飲 む。

また,ク ムィスを飲む ときと同 じように,ア ル ヒもまわ し飲み され る。

　 モ ンゴル人 は肉(〃 ακακ)を,主 と して煮て食べ る。 細 か く切 られた肉は大 きな釜

で水煮 され,わ ず かに 塩味がつ けられる。 全 く塩を入れない ことの方 が多い。 煮 た

あ との 肉汁の中に 穀物 を入 れるが,こ れに は コムギ(Utap　 6y∂a)ま た は米(4a2aκ

6y∂a)が 用 い られる。 モ ンゴル人 はまた 肉汁の中に中国風 の麺(20dintOκ)ま たはそ

うめんを 入れた ものを 好む。 煮あげた 肉は 碗に うつ して食べ(と きには塩水 につけ

て),そ れか ら肉汁を飲む。

　 最 も好まれ,尊 重 され,広 く用 い られ る肉 は羊である?)。 羊を家 内で屠殺す るには
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伝統的な方法 が守 られ る。その うち最 も重要な ものはつぎの通 り。すなわち,,第 一 に

は血が1滴 も地上 に落 ちないよ うにす る。第二に,肉 は関節 ごとにば らされるべ きで,

骨 を細 か く切 ってはな らない。昔 は,羊 はフェル トの上で屠殺 された。今で は,古 来

の屠殺法は羊やヤギなど小動物 にのみ適用 されてい るが,昔 は大 きな動物の場合 も同

じであった。 とりわけ,凸その動物 が犠牲 と して献げ られる場合 がそ うであった。羊を

地上 に仰向けにさせ,胸 骨の下 の腹を切 る。 それか ら手を切 口か らさ しこみ,拳 で横

隔膜を うち破 り,大 動脈を締 めつけ る8,。 羊の死後,皮 を剥ぎは じめる。 はじめ,前

脚 の中央部か ら胸を通 るように皮 に切 れ 目を入れ,つ いで胸骨のまわ りに二つ の切れ

目をつ くり,や がて腹に沿 って皮を切 った後,後 脚の半分 の ところ まで切 って毛皮を

剥 ぎとる。内臓を とりのぞ いた後,屍 体 の中にた ま った血は桶に うつ される。・屠殺 さ

れた動物 の血 と腸(eg∂SC)は 自家製 のソーセー ジに利用 される。 この 目的をも って,

血 の中にい くらかの穀粉 が加 え られ る。 ソ」セージは肉とい っしょに煮 られ る。

　 古い風習 によれば,横 隔膜つ きの胸骨 は,使 用 さ れ る ま で扉 の近 くのユル タの桁

(ヅκの に結びつ け,ユ ルタ内につ り下 げておかねばな らなか った。残 りの肉は同 じく

ユル タの扉 の近 くの格子につ り下 げた。モ ンゴル人 は肝臓を羊の解体後直 ちに食べ る

ことを好んだ。ふつ うそれをジ羊 の胃か ら剥 ぎとった脂肪層 に巻いて,串 に刺 して焼

く。毛皮 とともに羊か ら分離 され る胸骨(κepce}tb)の 下 部 も同様に串で焼 かれる。

　 羊 の中で最 も尊重 され る部分 は頭 部 とウウッyyag〔 尾 のついた背中の部分](脊 柱)

で ある。昔 はこれを神的な ものや神聖な樹木 に犠牲 として献 げた り,最 も尊敬す べき

人 々にご馳走 した りした。ふつ うこれ らの部分 は大 きな皿 に もられたが,そ のときウ

ゥッの上の羊頭 はブルハ ン(仏 像)ま たは尊敬すべ き人物 の方 に向 け られた。最初 に

頭 か ら切 りとられた肉切れ は,か つては,つ ね にブルハ ンに供 え られた9)。

　 アラ トは肉を食べ るときフォークを使わな い。関節 に したがってば らされた肉つき

の骨 を左手で持 ち,ナ イフで少 しずつ切 りとる。 ときには肉を切 るとき,そ れを歯 で

固定す ることもある。

　 ア ラ トは肉の食べ方,切 り方に大きな意義を あたえている。伝統的 な作法を守 らな

7)北 方のブリヤ トの場合は,カ ザフと同様に,馬 肉が最高とされ,そ のつぎが羊肉となってい

　 る[ミ ハイロフ1972:148]。

　8)こ の方法はブリヤ トの場合も同じである[ミハイロフ　 1972:148]。 「心臓」をひと握りして

　 殺すと書いている人もあるが,「 大動脈」を締めつけるのが正しいようである。梅棹 忠夫も口

　 頭で同じことを語った。

9)北 方のブリヤ トでも羊頭は最も尊重されるのは同じであった。羊頭は最 も尊敬すべき客にあ

　 たえられ,つ ぎの客には肩騨骨,大 腿骨,い ちばん下の2本 の助骨,肩 の骨があたえられた。

　 最も近い親戚には心臓と大動脈をご馳走した。また親族や来客にたいするご馳走と考えられた

　 ものに,羊 の胸骨,羊 の薦骨,背 骨,大 腸があった[ミ ハイロフ　 1972:1481。
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い もの は軽蔑 され る。彼 らは肉の食 べ方 によ って 自分 た ちの同族であ るか どうかを知

るので ある。

　若干の古来の風習 と俗信 を指摘 してお こう。 モ ンゴル人の生 活において,古 くか ら

占いの骨で あった羊の肩脾骨 ∂伽 は,他 の骨 と同 じように口に くわえてはいけない。

女性 が肩押骨 についた肉を食べ ることを許 されるのは,そ れを男の手か ら受 ける とき

だけである。古い慣習に よれば,男 子 は肩押 骨の肉を居合わせているすべての男 たち

と分けて食べねばな らなか った。屍体の後側の部分 は女性の食物と考え られている。

以 前,モ ンゴル人 は焼け石 を動物 の中 に入れてむ しあげた 肉を食べた。 この料理法 は,

ハ ルハ ではボ トグ60moe,オ イ ラ トではズム3Y〃 とよばれた。今 ではときお り,タ

ルバガ ンの肉の料理 にこの方法 が適用 されている。老人た ちの思い出によれば,昔 の

猟師た ちは,殺 された動物の皮 の中に焼 け石 と肉を入れ て煮て食べたという。そのた

めに剥が した動物の皮に水を入れ,そ の水が こぼれないよ うに皮を樹木 にかけ,そ の

水の中に焼 け石 と肉を入れたのである。

　 夏,肉 が長 い間保存で きない ときには,そ れを野天 干 しに した り,乾 燥 させ た りす

る。 それを袋 に入れてお くと,長 持 ちす る。

　 赤ん ぼうには,羊 尾[脂 肪のついた](ypaer6aa〃Zbt)を 煮 てあたえる。

　 すで に指摘 したよ うに,モ ンゴル人 は穀粉 よりも,肉 と乳製品の方を多 く食べ る。

今で は都会や地方 の中心地 にパ ン焼窯 があ り,発 酵 させたパ ン 〃za2xaを つ くって い

るが,フ ドン(農 村)で は今なお,塩 気のないね り粉を利 用 した古い料理法 が残 って

いる。粉を利用 した食 品の うち,と くによ く普及 しているのはボル ッォグ60pvoeで

あ る。 これ はウクライナのガル シェクranyrlleKと 同 じよ うに,ね り粉を細か く切 り,

羊 の脂肪 また はバ ター とともに煮 こんだ ものである。同 じよ うな方法で塩味のない焼

菓子 その他を焼 く(正 しくは煮 る)。 ときには このために,彫 刻文様のあ る細長 い型

付板 の用い られ ることもある。

　 尊重 される食物の一つ としてハル マグxaabMaeが あ る。 これ をつ くるには,予 め

乳の薄膜 θρ〃θを沸 とうによ ってつ くり,こ れ に 穀粉をふ りかけ,そ の混 じった も

のを焼きあげる。 よ く広 まっている粉食品 としてオオムギのひき粉が ある。 これは家

の中だけでな く,保 存食 として猟師,キ ャラバ ンの案 内人,牧 夫 らが携行す るもので

あ る。二 にぎ りほどの ひき粉があれ ば,朝 食で満腹す るの に充分 である。鍋に水 また

は茶を沸か し,そ の 中にバ ターを溶 か し,ひ き粉 を入れて濃いね り粉の状態に まぜ,

茶 を飲みなが ら手で食べ るのである。

　 中国料理 の影響を うけて,モ ンゴルの人 々の うちに も,生 肉をつめた肉まん じゅう
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が広 ま って いる。 その一つ は7シ ュルXJIUtYPbtで,塩 気 のないね り粉でつ くり,ま

るい ものをバ タ　一一で揚 げるので ある。 もう一つ の種類であるブーズ6又 ソ3は,蒸 して

つ くり,味 はシベ リアのぎ ょうざne」lbMeHbに 似 ている。 それをつ くるには,棒 を

ころが して うす くのば したまるいね り粉 に肉をのせ,端 を横 に合わす ことな く,ロ ゼ

ッ トカ[円 環飾]状 に集 め,そ こを手でつ まんで,沸 と う し て い る釜の中の格子上

にのせ る。 この場合格子 の上端が湯につ か らない ようにする。釜の上か ら蓋をかぶせ

る。

　 モ ンゴル人 は商店Mara3vaHで ロ シアや中国の甘 い焼菓子(6006),さ らには砂糖や

菓子 を入手 している。

　茶 は レンガ状に蒸 し固めた ものが好まれる。 中 国 製 が 多 い[今 はグル ジァ製が多

い]。 これを濃 く煮て,乳,バ ター(ま たは脂肪)お よび塩(拶 ∂π 塑)で 味をつ ける。

茶 は1日 じゅう飲む。ユルタに来客があ った ときに は,な によ りもまず碗にい っぱい

の茶 をすす める。

　 モ ンゴル人の生活では,茶 の代用になる野草 は古 くか ら知 られていた。植物学者 ユ

ナ トフA.A.　 K)HaTOBの 研 究に よれば,茶 の代用 と して 利用 され る現地植物 は30種

以上知 られているが,そ のうち主な ものはつ ぎの通 り。す なわち,葉 の長いアカバ ナ,

ヤ ナギ ラン(Chamaenerion　 angustz:Jfolium),ゲ ン ノシ ョウコ((穿eraninm　Pseudosibiricum,

G.Pratense),ノ バ ラ(Rosa　 acicularis),チ シ マチ ャ(Potentilla　 fruticosa),　 シ ャクヤ

ク(Paeonia　 h1brida,　P・ 認う解oプの な ど

である6

　 終 りに食物に関するデルベ トの古 い

俗信 と儀礼をい くつか紹介 しよう。 こ

れはわれわれが老人たちか らきいた も

ので ある。

　釜 の中でな にか煮物を してい るとき

に,ユ ル タの中 に居 あわせ るか,あ る

いは入 って きた人は,必 ず煮上 るまで

待 って その味をみなければな らない。

それがで きない ときには,ユ ル タを出

る とき右手で釜にさわ り,さ らに 自分

の左肩 にふれて,い かに も食べたいよ

うな素ぶ りを見せる ことにな っている。 写真16木 臼で穀物を揚 く
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写真17ク ム ィ ス 用 の 皮 袋

　 もしもデルベ トが誰かに穀物,粉 あるいは液状 の食物 をあたえる ときには,自 分 の

持 ってい る 「幸せ」をのが さないために,少 量の液体 また は粉や穀物 を手許 に残 した。

春の最初の雷が鳴 った ときには,ユ ル タを3回 まわ り,乳 や クムィスなど乳製 畠をユ

ル タにふ りかける人 もいた。

　 またかつては,ご 馳走を用意 したとき,そ の最初 の部分(∂e∂21iCU)を 食 事 の間 じゅ

うブルハ ンの前 に供え,食 事が終る とそれを片づ けた。 その場合,供 えた ものが 肉で

あれば それを食べ,そ れがお茶であれば,そ の数滴 を火 にふ りか け,残 りを外 に捨 て

なが ら 「ソク,ソ ク」 と言 った。お茶 は供物 とせ ず,飲 みは じめる前にその数滴を煙

出 しの穴[ユ ルタの]か らふ りか け,残 りを外 に捨てた。

　 かつては,「 火の崇敬」(earz　maaaεa)の 儀 礼を行 な うとき,ユ ル タの右側,扉 の

ところに穴をつ くり,そ こか ら茶を3度 投 げた。その場合,茶 が煙出 し穴か ら落ちて,

炉 のと ころで肉(∂a・zeκa)を 持 って坐 ってい る人 にふ りかけるように した。 この儀礼

を行 なうとき,子 どもた ちは,そ の肉(騒αεακ溜ακα)か ら1切 れほ ど肉を 食 いちぎ

る ことになっていた。

　 夜間なにかを食べ るとき,床 の上 に食物(肉,パ ンなど)の1片 が落 ちた ときには,

これを必ず拾いあげて食べ た。反対 に,そ れが昼であれば,拾 いあげ ることも,食 べ

ることもしなか った。 デルベ トこれをつぎのように説明 した。夜の場合 には,ブ ルハ

ンが食物 の落 ちるのを助けるの にたい し,昼 の場合 は悪い霊 がそれを助 けている。

　 モ ンゴルの遊牧民た ちは,植 物性の食物の一部 と して野生 の植物を食べた。われわ
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れの もっているデータは極 めて不充分 である。わずか にズプハ ン　 アイマクとゴビ地

方 の一部 に関す るものだけで ある。

　主 として南 ゴビ地 方の 流砂地域で は スル ヒルcy」lbXHPま た は スルクルCYπbKYP

(AgrioPh.Ptllecm　gobicum)の 種 子を採集 している。 植物の茎 は高さ60　cmに 達 し,根 と

とも掘 りおこされ る。種子 は黄褐色で コムギに似 てお り,棒 でたた き落 し,袋 の中に

入れる。必要 に応 じてスル ヒルをあぶ って,ひ き臼で細 か くひきつぶす。 こうして得

た粉 ・ひ き割 りに脂肪 また はバターをまぜ,お 茶 とい っしょに食べ る。

　 スル ヒルの採集 は9　-10月 に行 なわれ,1家 族平均160k9に 達 している。

　 ウ リヤス タイの西方 および南方の 砂漠 の中で はハル ・スルxapLcyπb(AmmoPhila

(Psamma)Villosa)を 採 集 している。L　8月 に熟す る黒みがか った ス ミレ色の 種 子の採

集 には,穂 だ けを切 りとり,茎 はその場 に残 され る。脱 穀 して,ス ル ヒル と同 じよう

に して食物に用い られ る。

　 ウリヤスタイ市の北方 お よび北東方の高 山性牧草地で は,ネ ズ ミの穴 か らミャキル

MHKIiPま 左 はメヘルMgxgp　 Persicaria　vivi　arum)を 掘 り出 している。集 めた植物 は予

めきれいに し,あ ぶ ってか らひき臼にか けて手で粉 にす る。 ときには これを肉 とい っ

しょに煮 ることもあ る。 ミャキルの採集 は8月 に行 なわれ る。1家 族で150～200kg

を 集 める ことがで きる。

　 ウ リヤスタイの北方お よび北東方 の森林地域ではユ リの球根mθMθC(Lilium　 mart-

agon)を 掘 ってい る。 この球根を乳に入れて煮 る。 冷 えた後,乳 の薄膜 とと もに動物

の胃袋 か らつ くった容器 に入れ,冬 期 用の保存食 とす る。mθMθcは ふつ う6月 に採

集 される。

　 ウ リヤス タイ地方 では,5月 に,森 林 中の草原で カ ンデ ィク(rcavaenκ)(野 生 ス ミ

レの一種)を 掘 っている。 これを乳で煮 た り,肉 汁で味つけ した りす る。

　 この地域の森林 中の草原で はボル ゴン6θpεθNを 採集 している。 この植物 の ロシァ

名を確定す ることはできなかった。記述 によると,そ の総状 花は円錐花序の形を して

お り,茎 の高 さは25cmに 達 す る。 その種子を まず乾燥 し,手 で圧 しつぶ し,さ や

を とり去 り,乳 または肉汁 の中で煮る。

　 この植物を凝乳 とまぜて,冬 期用に保存す るが,お 茶を煮 るときの味付 として好適

である。

　 ヤマ ン ・ハ ングfiMaκ 一κaκZと い う名称で知 られるモ ンゴルの 植物の ロシア名 も

よ くわか らない。 これ は山の断崖に生 える もので,長 さ ユOcm,太 さ1cmの 根 が食

用になる。 ヤマ ン ・ハ ングは4月 に掘 り,肉 または乳 といっ しょに煮 る。冬期用 と し
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て は乾燥 させる。

　豊作の ときには,1家 族で30な い し50kgを 採 集する ことがで きる。
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